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IlHⅡI11Ui三、ＩiIⅡ１１放火の５避乎がⅡ}期し

た。しかし、１年少々の純洲で選ばれ

た速成遇乎迷ばかりであり、各選手が

ｎ分の英力をｸﾞﾋﾞ抑するのがWi一杯で十

分な成織をあげることはできなかった。

1M協会が腱4:して伽か２ｲﾄﾞで、命llil人

公をUNI鵬するには大変なlvf労があっ

た。しかし、IEI体に初めて避乎をllljル

させると共に、本Ⅲ髄技llll係希が人公

述肯を行った窓鍵は大きかった。そし

て、この広１Ｍ則体１１１１(1Nで広【Mllのウエ

イトリフティングは本格的にスタート

したとｉｉｉえる。

昭和28年

三1Ｈｉｌｌ(ilM製作所の強ｿjを支援によりＩＩＬ

大会は所内で行われていた。競技の愛

好者も多く盛大に大会がⅢ１１Mされ、次

第に波技ﾉ｣もIf1Ilしていった。

二の年、所"I浜IIiでI1H111fされた１KⅡｲ日で

は、Ｆｃ級の１１`1廷IAlやﾉ《(三原｣1(iuli)がＰ

70kg、Ｓ80kg、Ｊ９５kg、T245kHのjlC鰍

で５位に人徹した。

このＷ１之内が全同大会で入賞したjIk初

の広島lH逆手である。

IiIlと内は翌29年の北海in１，体でもＴ

255kgのildfkで４位に入賞した。

昭和34年

111｢1111でIⅢ１１Mされた企IIiliiIi校避手１１h大

会でＢ級の影ⅡI影ﾘ)(三1%(iiii枚)がＴ

265kgを挙げて優勝した｡この影ⅡIが広

励県でlIh初に全１，大会で優勝した逸子

である。

昭和35年

111協会はi11京以米l0fﾄﾞが経過し、その

あいだ役以や巡乎の殆どが三藻三iiiの

従業貝でIIiめられていたので、大会輔

の活動は会社の'１１で行われていた。そ

の結果、会社外での競技雑及が`ｕうよ

うに地まなかった。

さらに、吐く川lflHKIlⅢｌｉで711つた巡乎ｉｆ

も大会に{Ⅱ｣ルしなくなりⅢ協会の折lmj

が褒辿ltjlll,Iにあった。

このようなIIBで、影１１１彩り)が発起人と

なり、，i:田爽、屯111澗治、木村典而]、

多I1I1iiiたらがllilm5t準愛好会を結成

し、＝愛二IlX以外でb1Ijt技の辨及iJMi)ｊ

を行なうと共に、避丁･の力で大会|Ⅲ雌

や避手行成を姑めた。その後、この愛

lllH会のiilMjlは行災にljIUIlをあげ、進f・

肘も次第に１１/<なっていった。

このｲ1Kの!〔)i(''1体で、影IlllIW)がＦ級

５位に人TI【した。

昭和36年

三災広ﾊｶにもIiIII:拳l1iI好公が結成ざれ

従ｊｉｍが純稗に励んだ｡二災広Hiから、

このFIZの秋IlllIiI体にllljルしたＦ級111本

羽iIiは６位に入賞した。

昭和40年

F4ili体ｆｉ鮒で広曲･愛媛対抗爪lit挙げ

大会が|)'１１１Mされ、２４jLil3で広岡が勝っ

た。広川鵜はＦ級111本羽吉、Ｂ級木村

典而１，Ｆe級ｉＩ卜能義乍、Ｌ級多１１撤去、

Ｍ級三宅雅行が1位の成統であった。

この『｢の､彼Ｊ１'・'１１１体でＦ級水ＨＩｌＬｉｉｌ(＝

蕊二1ﾙ!)が８位に入賞した。

昭和41年

第３１１１１全｢1本社会人遮乎鵬職域対抗

で三選広Kbが２位、個人でＢ穀山本羽

占が３位、Ｆ級橋本年学が６位に入賞

した。４３広Kb令MWi技総体のウエイト

リフティング111Ⅱ１Ｍ地がWlIIliと決ま

り、llI1I11i地ではMi1mi瓜災(府ｌＩ１ｉ１ｊ教fi

j&)、<ｉｆ)LIIf班(IIi敬行姿11分)、川潮茶

而1.Jif波次郎(ｉ１ｉ体育M1会)、橘所jh11r

(MfIliwi)池11Mk(北川｣:)弊々を中心に

I1I1I1MW1liが始まった。また、避下行成

のために.府'１１･北川1､．〃fII1i･芯人付

の４枕でII1IWi体迎の''１にウエイトリフ

ティング部をjllll微し避乎を染め、彫'１１

彩りlやfuIlli/iifI、１０(野Ili、鞭々の!Ⅱ協

会役乢が折禅に当たった。その結果、

姉l1TiIIIliwj核ウエイトリフティング避

乎栃大会を1111にl<fII11Wiで|H1他するこ

とができた。

昭和42年

43ｲ'１分'1(lillj被総体III111MがⅡIMI全として

も』iimのｉ１ｌＭｕであり､選手のf『収･illi技

役１１の錐成のために強化純粋会･稀判

iMHPI公輔をⅡⅢ1MしてJ1j<り組んだ。

そして、ｌＭｉ体辿にMﾙﾉ｣して、初めて

<沿革＞

協会創寸Ｅ至る経緯

ウエイトリフティングが広島県に廠

声をあげたのは昭和25年である。それ

まで広LblMにおけるウエイトリフティ

ングは会<白紙の状態であった。２６イド

の広Lbl』体IlIl催が決定し、ウエイトリ

フティングは三原市で棚催されること

になった。２５年に三原市ではINI催砿備

として組織作りから始められ、県協会

が蓬生することになった。

三ljihIiで競技に使用するバーベルに

似たjIIIdiiを作っているという、それだ

けの理由でIIjI]本jIm三原DII向製作所

(三菱重工三原製作所の旧名)が競技の

開催準備を担当することになった。そ

の結果､会社の中に県協会が設立され、

ldiI製作所氏の多fM祐jliが企及、岡、功

が理耶焚とをI)、同所の従業几を､１１心

に逆手育成が行われた。

広島同体を目指し三原巾両では従業貝

食堂を会場に練習が始まった。しかし、

広島県には競技の経験者も指導者もい

なかったので、餓技先進県の岡111県か

ら板行兄弟を棚き指導を受けたりもし

た。純iMlには三l1ipl(向のほか、束幽三

原、日本セメント糸崎工期輔からの参

加者もあり100人程度の同好肴が集ま

っていた。

〈年次別概況＞

昭和25年

広Lb国体'１１１１１MをⅡ桁し、広応Ⅱ｛ウエイ

トリフティング協会が三原市の｢''１１本

爪U三原車両製作所内に設立された。

会長は同所長、理事長は同所厚生課ｉｔ

が兼務した。以後､昭和44年まで会催・

理rlf｣とは同)iIfの所｣と．厚生課坐が兼務

した。

昭和26年

広島国体ウエイトリフティング醜技は

三原市の広島大学三原分校･灘堂でＩｌＩｌ

催された。広島県からは、岡田功監督

以下､稲村秀夫、金子仁､門之内幸夫、
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の県高校総体ウエイトリフティング大

会を行い､さらに43年分uiWi枚総体･リ

ハーサル太公として第ll1I1iljIKlﾙﾙ父避

wlii入会を府lljiliでl1llI附した。このイド

のIYdlルでの企IKl1Wi枝総体にIIIlM1iI1秀

(泄大Ⅱ.)と!H瀬Ｉｉｉ行(府''１)が参ｊＩＩＬ、

Fe紙製瀬IFiiTが10位に食い込んだ。

昭和43年

「強く・正しく・災し<」を大会スロー

ガンとして吐く励灸Imilli枚総体がI}Ⅲ１Mさ

れ、ウエイトリフティングは府liIibi体

７７航で行われた。

府中巾では、Iilj夜祭としての「５７j人

の集い」や「花ひと鉢迎釛」を行い大

会を盛りｌこげた。郷土選手も地元のj打

援に応え、川原ＩＵＩＭ(戸手iFii)が８位

に入賞し、学校対抗で北川-Kが34枚''’

18位とmUIIした。この分lNIwi枚総体lⅢ

他でMflI0iliにウエイトリフティングが

根を下ろす二とになった。

国体中国九州予避でＢ級鵜飼峰生(j-i

手商)、Ｆｅ級川原田iIi人(戸乎商)、Ｌ級

佐艮武実(北川正)の３選手が３位に入

賞した。

金I】水社会人遮乎Ilii(此蜥)で、Ｂ級橋

本年季が２位に入賞した。

昭和44年

前年の全国高校総体WIIIIMを機に、競技

を1M内に幅広く諜及していくロ的で県

協会を全1M的なM1蛾にしようとする飢

迎が盛り上がった。その結果、会｣と.El1

DII及職が三漣三ｌｉｉ製作所から離れ、府

Il1U1i教ff此・橘ini典拠が会｣t､影111彩りＩ

が理Ｊ１唾として、新しい県協会がスタ

ートした。

国体中Ｅ|九州予選でＬ級原、１W之(北

川上)が３位に入賞した。

昭和45年

脱技がIlilIil地区各1Mへ杵及し一般競技

稀ｂｊｌｉえ、節lmIl01刊避手柵大会がIIIll

lII県で１１N催された。この大会でＦ級撚

江戊行(三菱三原)､Ｂ級鵜飼雌生(大商

人)、Ｆｅ級真野j服、Ｍ級三宅雅行(三原

体協)がそれぞれ優勝した。

全11本社会人避乎柵大会で、Ｆｅ級典Ｐｆ

ｉＩｉが５位に入質した。

昭和46年

和歌山国体でＦ級諜教進(佐伯産梁)が

７位、Ｂ級鵜飼峠生(大間大)が５位に

入賞した。

禅紋進は111ﾄﾞﾙiiiから愛知学院大へjuj学

し、卒難とｌ１ｉｌ時に広Ⅲbへ州り１１Ｍ[体育

館などで、夜１１１１に練習に励むなど山ま

れない環境のなかで雌技を靴けてい

た。そして、この年の全n本社会人選

手権大会でも２位に入賞した。

昭和47年

下lllliljで１１１１１１１１された、lI1ll1iiii核選手樅

大会でFe級松災親ifi(北川兀)が初優

勝し、Ｆ級でiifl艇IWL(iIi人Ⅱ.)６２位に

人筒した。松蕊WLifIは全liil1IIli枕総体で

６１０位に入った。

UU兄LblfilHKでＦ級肝紋辿、Ｂ級鵜IIiI雌

2kが入賞した。

昭和48年

このfIZから、Ｐが蝿｣|:さｊＬＳとＣ＆Ｊ

の２$１１１１で股技がi了われることになっ

た。

lⅡini体１１にIHI条腰がｷﾞﾉi力ⅡIHIし行人公へ

lllj勘した。

企11本社会人週fNii人公でＬ級奥野正

が２位に入賞した。

昭和49年

北川I:がI1i移符によ')府''1〕I〔としてllI

j9することになった。また、IlIljli1ji夫

(ﾘｲfOlljI〔iiii佼災)がlI1iiii仲巡ウエイトリ

フティング部災及びlIlM9公Ｍｌ公1ｔに就

任した。全Ⅱ本社会人選手術大会でＦ

級灘孜進が優勝、Ｌ級奥野正が２位に

人徹した。iiY51mIIO同避乎IlYi大会を広

ｌｉｂで111IIImL、Ｆ級神秋池、Ｂ級紬飼味

'に、Ｆｅ級iJIi辻懸三(三愛三111()、Ｌ級jP（

WfII1、ＭＨ級作木(広｣:大)が優勝し、

３年迎統の'111体優勝を成し連げた。

昭和50年

このｺﾞﾄﾞから、111協会FM4jjとに屯111滴治

(三漣三ljUi)が就ｲFした。１冊協会への加

lMﾙｶﾞHKは三漣三111i･三菱広Ⅲb･IⅡ立体向

鮒l0il好会･ＹＭＣルMI3クラブ･広lb

ili協会･府lI1iliHsMl･三IⅢiili体協･広-1：

火･近大典･lWi仲jUILと金IIL的なﾎﾞ'1微にな

っていた。

Ⅱ}鍵Iliで'１Ⅲ１１(された、IlIlI1商校避手ｲｌｉ

大会でＢ級平賀政英(近火付)が２位、

Ｌ11級ir森紀又(Mf中東>が３位に入賞

した。

昭和51年

!Ⅱ協会ill立25IlilfFilu念大会をlMXZHHfi

dliでIⅢⅢiした。

全Ⅱ水遮乎柵大会で､Ｆ級ＩＭＩ飼峰化(新

Ｉｌｉ町役｣＃)が４位､iUiP敬巡(佐仙睡業)が

511kに人愉し、IIU打が'１輔親擁大会の

１１本代災避乎に進出された。

IliuK大会(ソウル)では、Ｆ級糾飼峰化

が優勝し11k優秀遮乎賞を授り･された。

ドl1Ililjで11NI脳されたDIl1Fl商校選手樅大

会でＬＨ級金森紀文(府中束)が優勝、

命様は剣KhWi校総体で６８位に入賞し

た｡佐劉u１体少112の部に岩崎修ｉｒ･'11]本

ｉﾊﾟﾘ)･金橡紀文の府011束勢がllMルした。

昭和52年

腿年ごノミリル､ただいた橘i魚i艮突公｣とか

ご逝去されたことにより、広島市の病

院1ｔ･ｌｉｄ]本繁がⅢ協会災に就任した。

２月、モントリオール･オリンピックの

八木監督･平井選手らを招いて強化講

習会をＹＭＣＡ体育館で開催した。

fT敵で１１１Ⅱ1Kされた、全｢1本選手楢兼日

ソ友好大会で52kg級の沖放巡、鋤ihlIlll

化が４，６位に入賞した。

昭和53年

会日本選手権大会で､52kg級善教進(佐

伯産業)が３位に入賞した｡菩教はトル

コのイスタンブールでI1Ilかれたくクー

ルul際大会にlulIIiiY治臨粁(l(Ｉ協会型

P１１腿>と共にlIMルし､52kg級２位に入賞

した。

広Abi｢hウエイトリフティング協会が設

立され、会佳に林郵兄、理事健に木戸

正が就任した。

昭和54年

余11本文災卜１１選手樅大会で、三菱jIt-I身

が３位に入賞、また`111剣iii校遮乎椎大

会で、６０kg級棚方魅宏(府中束)が２位

に入賞した。この年は、高校の競技選

手が非常に少なかった。

昭和55年

I1lHK協、TIi体協とのllll係_L、事務局を

広IbiliのＹＭＣＡ体fifll業部へ移すこ

とになった。そして、林蝿兄が県協会

HⅡ会焚に、多l0Il倣犬が県協会理事長に

就任した。そして、県協会創立30周年

記念大会と式典を開催した。

今日本実業団選手権大会で、５２kg級普

牧巡が優勝、団体で三麹耐工が４位に

人徹した。折lii}浜でllIIIIMされた会|｣１両

被総体では、67.5kg級iii雄二(座励兀）

が７位に入賞した。前は栃木倒体でも

67.5kg級で６位に入賞した。

昭和56年

1M協会理不焚に、多'''１徹夫に代わり木

j-ijKが就任した。

Flllliliで１１Ⅲkされた、jllIiiMi校遮乎樅

大会で82.5kg級四旧義文(広島工)が２

位に入賞した。

昭和57年

６月、中国高校選手権大会が広島県立

体育館でIMI他され､60kg級商僑徹(広崎

工)が２位に、82.5kg級西田鞭文(座島

｣:)６２位に入賞した｡iIilll幾文は16根

国体でも８位に入賞した。

また、８月にＯＩＩ国避乎権大会も広島県

立体育館で開催され、団体の部で広島

県は岡山1Mについで２位であった。

昭和58年

lⅡ協会型ＪＩＦ災に1ｌｂⅢ承(広Ｌ大)が靴催

した｡Ｗｉ理JⅢ父の111:入りで広エ犬･近大

典･IIL内出身者で織成した大商大の３

校による第１同県大学対抗選手権大会

が開催ざれ広兀大が優勝した。

第１回全11本社会人シニア選手権大会
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工)が３位に入賞した。

平成３年

５１１にアジア人会のリハーサル大会と

して、ＩｌＩｌｉ友好股技大会を新装の佐伯

はスポーツセンターでⅢ1I附した。１１０[則

り)7.10人、n本ﾘ)女15人の避乎が参加

して販技が行われ､好誕録が相次いだ。

公j吟や競技迎営に関しては好評で、県

協会をはじめアジア大会1k備関係滑は

アジア人公IlIlI1Mへの、僧を深めた。

IRI体では、皮ｲﾄﾞ75kg級影IIll似文(ik命

大)､少ｲIK56kg級上1%(大介(芯大付)が入

賞した。

全Ⅱ水マスターズ選手椀大会では67.5

kg級典野jli(真野商店)がＳ、Ｊで優勝

した。１１刷避乎柵大会では、５６kg級束

Iull光ｉｎ(ニツポー)､60kg級升H1義之(東

洋シート)75kg級影lIIlW又(伽命人>､９０

kK級III11I荊棚(広励マツダ)の４選手が

優勝した。

IIIllliiii校避手椛大会で、５２kg級小藤修

宏(広Lbr>が優勝鰯56kg級上原大介(電

大１．１)が２位､90kg級雨、尚孝(広島工）

が３位に入賞した。

平成４年

バルセロナ･オリンピックに56kg級新

川勝久(広ハエー法大一Ｆl衛隊体f『学

校)が１１Mルし13位だった｡広島県からの

ウエイトリフティング競技オリンピッ

ク{1M吟避ｆは初めてであI)、趾校の広

』､~I:とIMM1分の１:１１Mで搬大に壮行式を

ＩｌＩ１さ激励した。

56kg級上1%(大介(111犬付)は、令囚溺校

総体で優勝、、体でもＳ１位、Ｊ４位

と大iii離し、日憾ユース大会の日本代

災避乎に避ばれ２位に入賞した。この

上ｌｌＩｉ(地大付)のinBll1は、中岡公論監督

(i1ji大ｲﾘ･)の｣上平の１，v労に応えるもので

あった。

lliⅢＨ１此ｲﾄﾞの部で､75kg級勝山ｌＷ又(立命

大)がＪ７位に入賞した｡全１１本実業団

で、５２kg級堀井正雄(ヒロテック)が優

勝、分ｎ本マスターズ選手権大会で、

67.5kg級Ｂ奥野正が優勝した。

企'１１$|'`miA選手柵大会で、５６kg級\HMI怜

(梅lⅡIlljDl1)が２位に入賞、lluｿ(１０１大会

で101.0kgのJr｢1本`１０学Wi誕録を樹立

した。

IljlqiiH枚選手柵大会で、５６kg級上原大

介(111人付)が優勝､90kg級jIm尚孝(広

LbI:)が３位に入賞した｡１１１国選手樅大

会では､52kg級堀炸11;AIt(ヒロテック)、

56kg級小llIII悠宏(広｣:大)、６０kg級升Ⅱｌ

雅之(來洋シート)、100kg級紀井苑(今

ルクラプ)の４選手が優勝し､団体の部

は２位であった。

平成５年

６位と不本意な成績だったが、同体で

はＳ１位、Ｊ２位の見事な成績を収め

た。また、本県でWHIlliした中IZl商校避

乎楢大会では３年巡統優勝という鰍か

しい腿録を樹立した。他に、IlIlHliili杖

選手椎大会では､56kg級備後幸産(広Ａｂ

工)と､82.5kg級瓶政拘I宏(府１１束)が２

位､60kg級升田義之が３位に入賞した。

新田勝久(広島工一法大)が全１１本大学

対抗選手椎大会56kg級で優勝、全Ⅱ本

ジュニア遮乎棚大会60kg級で２位に入

賞し、アテネでI1IIIlliされたジュニアⅡｔ

界選手極大会のn本代我に巡ばれた。

また､全日本マスターズ選手棚大会で、

56kg級善教進(佐伯産業)が優勝した。

12月に米国オークランドでIWlNiされた

１１界マスターズオープン避乎柵大会

で、５６kg級江上寛之(三菱広川)が優勝

した。

平成元年

全国中学選手権大会で、５６kg級上原大

介(海田西中)はＳに80kgの111学新で優

勝した。

中国高校避乎椀大会で、５２kg級山本洞

(府$１０照)が２位に入賞した。また、ⅡＩ

満校総体に本1Mで1世初の久子巡乎、５２

kg級今井ゆう子(広岡工)、６０kg級中下

綾子(広島工)が出場した。

図体で、成年52kg級東岡光治(ニツポ

ー)がＳで､成年60kg級新H1勝久(法大）

がＪで入賞した。ワールドマスターズ

大会56kg級40～44歳の部で江上寛之

(三菱広局)が優勝した。今Ⅱ本拠堆卜Ⅱ

選手権大会で､67.5kg級ihIjln併而](來洋

シート)が２位に、５２kg級束IDU光胎(ニ

ッポー)が５位に入賞した。

平成２年

111体成年の部で、６０kg級新、勝久(法

人)がＪ２位、Ｓ８位､５２kg級〕lqM1光if】

(ニッポー)がＳで６位、67.5kg級iI1Ijn

浩司(東洋シート)がＪで７位に、少イド

の部56kg級上原大介(電大付)がＳ６

位、Ｊ７位に入賞した。

新川勝久(法大)は、全日本学生個人選

手柵大会60kg級、全日本大学A1抗遮手

柵大会56kg級で優勝した。分11本災難

Ⅲ選手権大会で､52kg級ⅡqDll光輪(ニツ

ポー)がＳで、６０kg級河亜浩iiI(東洋シ

ート)がＳで優勝した。

８月、＄１０国選手椎大会を府中市で11111鵬

した｡広島勢は60kg級新川勝久(法人)、

75kg級影山111[又(立命人)が優勝、５２ｋｇ

級堀外:正雄(ＭＢクラブ)、82.5kg級ヴト

室濫(中京大)、１００kg級紀ｿﾞﾄ兜(ＭＢク

ラブ)が上位に入賞した。

'10国高校選手権大会で、５６kg級-121iii大

介(危大付)が優勝､75kg級原)MIIﾘl(広[ｂ

で、67.5kg級奥野正(奥野商店)が優勝

した。

昭和59年

会１１本マスターズ避乎柵大会で、５６ｋｇ

級''''１１－〃(三蕊広岡)、67.5kg級xPf

iI;のiili禍が優勝した。

DlnlnI選手Iliでは52kg級戸板弘共、岩本

節雄､６０kg級河jIt浴iiLlOOkg級金森紀

文らが活鋼した。採岨であった競技人

｢Iも広工大、近大典など大学への艸及

で活況をみせはじめた。M1秋101大会で

は''１学2kでオープン参力Ⅱした影山博文

(三ｌＩｉＷｉＵｌｌ)の活珊がiVMMlになった。

昭和60年

全日本マスターズ選手柵大会で、６７．５

kg級xWljIHが３年巡統優勝した。

｢１０国i嚇校巡乎Iln大会で、５６kg級大容戯

(広脇]:)が２位､60kg級Wim勝久(広Ab

l､>が３位に入職した。また、中凹避乎

椛大会では､52kg勝本節雄(三愛広曲)、

56kg級水為(腹J:大)、６０kg級河ⅢMIi可

(ＭＢクラブ)､90kg秀川i忠弘(ＭＢクラ

ブ)らがiiliBilL、団体で２位になった。

２１１に広工大で広川ﾙ(一氏(西１１本学

巡会｣&)を拙き役lル避乎爾判公を実施

した。

昭和61年

60kg級新川勝久(広Kbエ)が、中国商校

遇手柵大会で大会新妃鍬を樹立し優

勝、また会lxl商校総体のＪで優勝、さ

らに'１１体で３位と大iii剛した。

67.5kg級彫llllW又(三原束)“年4§な

がらll1llilihi校巡乎柵大会で優勝した。

67.5kg級奥野正が会１１本マスターズ避

乎梱大会で、４年巡統優勝という輝か

しい起鍬を硯した。また、６０kg級河正

浩IiI(〕l(樺シート）も企Ⅲ本拠業ﾄｶﾞ巡乎

柵大会で２位に入賞するなど、水Ⅲ巡

乎のiiI1lNNにはⅡを兄ｉｌ&るものがあっ

た。

昭和62年

67.5kg級影11ｌ博文(三1ｉｉｉ束>は、２年生

ながら中国i脇校避乎椛大会で優勝、全

国iWi枚総体で２１１k，’01体で４位と大活

HIHした。Ｉ１ＩＩＩｌ商校避fIIii大会では、５２

kg級W〔1111光ｉｈ(広lib工)が２位、７５kg級

小111英法(府１Ｍ〔)が３位に入賞した。

全11本マスターズ選手栃大会で、５６ｋｇ

級江上寛と(三菱広Lb>が優勝した。ま

た、OII国避乎椛大会で、５２kg級堀井正

雄(広_正大)､60kg級ipIiRil1iiiI(來洋シー

ト)の両名が優勝した。

昭和63年

この年は、本1M避乎が全|H1的に大活附

した年であった。父親、影ⅡI彰男の指

導の下に杵突に突力を付けてきた75ｋｇ

級彫IlIi4文(三Ⅱii束)は全Ifl商校総体で

1４９



平成７年

広LblMで２IiiIIJの国体１１１１催が来年に迫

った。ウエイトリフティングIlIII1M地の

Ⅱ〔広lIbI1iでは、会及に前垣毒ﾘ)が就任

して来広Lbil7ウエイトリフティング協

会が投珈さｌした。ＩＩＬ協会lHII会奨のlUHji

hi火やｕ古秀樹、典野正、市協会健Ｉｉｉｊ

垣涛ＩＤ、市実行委几会の衛樫稚司らが

'''心となってリハーサル大会(全n本

社会ル災業団･マスターズ･国体記念

杯女ｆ避乎柵大会)を収広励市迎釛公

１M体1GrliWで|Ⅲｌ１ｉした。リハーサル大会

には、444名の辿乎が参加し、１つの体

fihHWに２つの娩技会場を設営して行

われた。ＩＩＬ協会役風や地元実行委且会

の懸命なjiH弧りや親切な対応で競技迎

桝もスムーズに行われ、参加避手から

のＩｉＷ１ｌ１も良く、地元髄技llll係者にとっ

て米年の'１１体ｌｌＵｍ１に大きなＭｉとなっ

た。

このリハーサル大会に、広liMILから１４

名の選手が出場し１２名が入賞した。そ

の１１１で、女f64kg級一般で２位に入賞

した小川1W奈丁･(ニッポー)の他聞がロ

虻つた゜

liil体少KI2の部では､！(FflI1(Ⅲ協会閏Ｉ会

１ｔ)の折導をＩｌ１学時代から受け順調に

実力を付けてきた岩岡怜(海田)がＳ１

位､Ｊ１位と大活船した｡岩岡怜(海田）

は２年生であり、米年の広同国体での

iii;鋼がjUliifされる避乎である。全国商

佼総体では、＋99kg級鰹原膿縦(府中

#〔)が７位に人撤した。

〈現役員＞

会」上日吉画英夫

H11会1ｔ桑田悌二田頭信夫

日吉秀樹真野正

Hl11fjtm本忠弘

hll1nIP1Mと池田藻大谷陸昭

紀井兜

ｎＫｊｌｉ江上寛之金只章宏

河、浩司杉町孝

多Ｆ１徹夫中岡公治

秀浦忠弘松井雅和

村上浩治森島武彦

門前光一

監小小林賊＝佐々木輝雄

'扇41IＭｌｉ ６

MFJilDWlI

貞政･高楓週手の祝賀会

1M協会の都合により、ＦＩｌＪ１ｌ腿に森川禅

康が就任した。

６月にMfllliliで行われた、Ｉ１０ｌｌｌ両校避

さIWi大会では、松ル稚\I'監粁(府Il1jlq

の術導がⅡ''化し､54kg級間橘和博(府中

束)､76kg級fl政脆i7(府１１１束)の２避乎

が優勝、秘欄１１{､11(府,１０束)が３位に入

賞し、１１１体でも府$Ｍ(は２位に入る健

闘をした。また、８３kg級北行新一郎(広

｣ihlJ6優勝した。

８）lに'｣､IllT1iで１丁われた、全1副IlU91rb避

乎柵大会で、５６kg級YlIM1怜(ilij[IIWi1Il）

がＪで110kgのⅡ本Ili｡､壯斯iiU鰍を挙げ

１位となった。

国体少年の部では､76kg級血政隙行(府

１１１束)がＳ１位、Ｊ２位と大iiFlIiM、また

54kg級商機和徳(MfIlIH〔)、と83kg級北

行新一nll(広libl:)も入賞した。成年の

部では、７０kg級il1IiIi蹄,il(』(洋シート）

が入賞した・令[１本災難Ⅲ迦皇lz樅大会

で、５４kg級】〔1ilI)I6ifi(ニッポー)が３位

に、全日本マスターズ選手権大会で、

70kg級真野正(真野商店)が７回目の優

勝を成し遂げた。また、５９kg級田中孝

典(Ｍ､Ｅ､Ｃ)、100kg級秀iI1T忠弘(東洋シ

ート）の２遮乎が２位に入賞した。

I1liWi技総体では､54kg級城迫奈英(府０１１

束)､59kg級高坂泉(府中】〔)の２人の女

子選手が出場し活躍した。

平成６年

1M協会役員を刷新してアジア大会を１１Ｈ

１鵬することになり、公民にm1iln英夫、

JWPlI1とに熊木忠弘が就任した。

10Ⅱ２１J～１６日にかけて半l此紀Iiii、被

燃で腱虚と化した座助巾に､42のlfl･地

域から6,824人の選手川を迎えてアジ

ア大会がiWl催された。ウエイトリフテ

ィング競技は佐伯区スポーツセンター

で19のIEI･地域からﾘ)女151禍の選手が

参力Ⅱして行われた。111:界新ild鰍42、ア

ジア新ild鍬55が誕生し、「1K机Iへの願

い」と「肉体への感釛」が一つになっ

た盛大な大会であった。

111国商校選手権大会で、５４kg級峠野将

彦(広卜b工)、７６kg級中IlIfiil二(府【'１火）

が優勝、５９kg級IIj材机舩(広lib｣:)が２

位、５４kg級I111UI1奨(府ⅢU1〔)と70kK級ｉｆ「

本尚樹(屯大付)が３位に入賞した。

国体少年の部で、６４kg級岩岡怜(海IⅡ

高)がＳで２位、７６kg級中山龍二(府''１

束)が３位に入賞した。

全Ⅱ本マスターズ選手椎大会で、７０ｋｇ

級血野正が８回１１の優勝をした。さら

に、５９kg級in上寛之(三菱広附)６３位

に入賞した。国体ile念杯女「･避丁･柿入

会で、６４kg級小川錐奈ｆ(鈴ケ峰)が２

位、５９kg級高坂泉(府中束)が６位に入

賞した。広島国体少年の部S4kU級岩岡怜のJ130kn
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o山口県
歴代会長

初代JIjIl

第２代下瀬

第３代林

和造（昭和37年～）

鉄蔵（昭和51年～）

縫郎（昭和53年～）
事務局〒759-66山ロ県下関市宜任町4-1-1下問エ案高等学校内

山崎和串TELO832-58-0065

〈沿革＞

協会創立以前

終戦以iiiにMIiIIlという方が砿殻挙げ

に籾しんでおられ、終１１m後の昭和22年、

節－，国陛体f『大会から１１１柵している、

当協会の災質的な､'１始稀ともいうべき

吉材浩氏に引き継がれて今Ⅱがあるが、

お陰で比蚊的に、且挙げの歴史は他県

に比べて古い県ではある。

協会股立に至る経碑

IhLllMで商校生がウエイトリフティ

ング股技を始めたのは昭和22年の第一

回[xl民体育大会の年からで、吉村から

指導を受けた、当時の下関工業高校生

であった中村･松本の２名が昭和24年、

福岡県IlIIllMの第３回同氏体育大会に出

柵したことからllInllI内の災質的な協

会発足雅盤のスタートとなった。

21初は1fIlll工業商校と一部の社会人

のみの餓技人ロであり、協会としては

確立していなかったようで、多少の聾

及が進み、他の耐校の参画が見られる

までは、-F1111工業商校の胱代校焚先生

と部奨先生である獅本･寺本によって

築かれて現在がある。

このように餓技の歴史はImlI(に比べ

てTl（、当初は数年mlnl体や高校避手

権などで必ず数人の入賞者を出してお

り、国体でも当初は下関工業高校は２

位や３位に入賞している。

そんな’１１で何と姉２回分'五1ini校爪fil

挙迦手術大会が、まだ部活肋をしてい

ない野球の名'''1校･市立下ⅡU商業191校

の体育鮒で1111伽されているが、当時は

他に適当を体育館が無かった為らしい。

しかもマットも引かずに競技した為．

体育館のステージが壊れたり`を知る人

は致少ない機かしい後Ⅱ磯である。

昭和39年１１１１１Mの節l8IulIIIIl[､１体の時

はⅢ内で部ii＃mllしている脚i枚は、①下

関工業向枝、②下IMli1iiWi杖、③下１１M商

業尚校、④Rllilli問佼、⑤山口水雌高校、

⑥下関第一商校、⑦liL納商核などであ

下問市での昭和61年全因さ稜甥合体育大会

り、＋l:会ル大学生･iWi校２１{卒迎平川の

充実をみるようになった。

為校からは明治大学への進学が特に

多く、その他として中央大学･法政大

学･日本体育大学などに進学して大い

に活暇している。

大学の其}W合宿も下ＩｌＩｌで行なわ』しる

こと６回を皿ね、一紺に練習に加わる

当地の高校生への刺激となって好紬采

をもたらしてくれた。

現在県内選手として活離し、日本で

の記録に名を留めているIま、明治大学

在学１１１のｌＩｊｍ朗生選手で、７０kg級Ｃ＆

Ｊ152.5kgのジュニアⅡ本公蝿Md鰍を

保持しているが、現状は多少避乎1Ｗに

勢いが薄れており、総ﾉjを結集して逆

手の補強と強化力$望まれるところであ

る。

その為の第一歩は環境の整備であり．

lq･市．そして先翠方の絶大なる強力を

捌む次第である。

〈年次別概況＞

昭和22年

第１回国民体育大会(京都)、一般出場。

昭和23年

第２１１'ⅡＨ１氏体育大会(石川)、－１Mk出場。

昭和24年

節３回国民体育大会(lFIm)、一般･高

校が揃ってⅡ}禍する。

昭和25年

節４１回Ⅱ111民作f】｢大会Ｃｌ〔ﾙ()、総合３位

に人徴する。

昭和26年

第５回|叫民体育大会(愛知)、総合３位

に入賞する。

昭和28年

iii７１回ⅡH1氏作ｆ１ｉ大会(１Ｍ(6)、総合８位

に人衝する。

昭和30年

姉21111余[２１商校遇fIIii大会(山口1M下

111IiIi)が地尤で１１M催され、下関工業高

校が総合２位に入賞し、ｌｌｌｕ県内の普

及が姑まった。

昭和33年

節５１１１１岡校(秋'''111秋lⅡIIi)、｢関工業

iWi枕総合３位に入賞する。

昭和34年

第l31ul囚氏体育大会(岱山)、総合６位

に入賞する。

151



昭和36年

第15回国民体育大会(熊木)、総合８位

に入賞する。

昭和38年

第101m獅校総体(随lIbj11徳｣ib市)、下Ilu

工業間桟総合３位に入賞する。

昭和39年

第18回国民体育大会(111口)、総合７位

第25回国民体育大会(岩手)、総合６位

に入賞する。

昭和47年

第26回国民体育大会(和歌山)、総合５

位に入賞する。

第１９回iiii杖総体(福崎県いわき市)、総

合２位に入賞する。これ以後総合入賞

はない。

昭和61年

第33回商校総体(山口県下lllI市)にてIlIl

州するも、

在に至る。

孤念ながら入賞もできず現

<現役貝＞

林義郎

寺本繁次

互川澗司

下瀬輝隆

徳田博正

野田雅彦

奨
及
及

全
班

金
剛
理

Ｊｌｌ理

に入賞する。

昭和46年
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回徳島県 歴代会長

初代谷本昌平

第２代山本正雄

第３代島内嘉喜太

第４代河野康一

第５代楠才之丈

(昭椚I24fドー）

(昭hl28fF-）

(昭和37年～）

(昭和39年～）

(昭和60年～）
事務局〒170徳＆県徳島市北矢三町2-1-1県立徳出エ典高等学校内

梱本久TELO888-31-4105

市、佐藤光男その他、このクラブにも

パーベルを配髄する。

〈年次別櫛HHI＞

昭和24年

競技人口も湘加し、今年の|刊体から府

1M対抗の同体成績でも醜うためにフル

エントリーで参加する必嬰があり、当

然県選手椎大会も団体千週を兼ねて実

施しなければならない。また、銃鰯す

る県協会も設立を急がねばならない。

２月中旬より突施要頓案、協会規約案

を作り検跡を始める。３，木芥木ｌＬＷｚ

が〕j《都新ⅢＩ社よ')蝋ub新1111社工獅1画)1ｔ

として着任される。

４月１日、徳島lI17Irlit拳協会発足する。

会長･谷本月平、理JIF災･蝋原八jllI、噸

PIf･奥村弘安他５名。Ⅲ体ff協会へ加

盟。９月23Ｕ、jiY11IuIAL避手IIii大会靴

ljH1伸子巡会を憾脇]二iniで'11111Nして、側

体lWt我避手を決定する。Ｆ級灘ｌＩＨｊｉ、

郎(商越クハＢ級谷本iii:次(徳鉄ク)、

Ｆｅ級山本好市(徳新ク)、Ｌ級化友恒

市(商越ク)、Ｍ級藤原八郎(iili趣ク)。

第４回国体が東京で111Ⅱ1Mざ札谷本５位、

灘原八郎優勝。

11月、穴吹刑校にiluit挙部が壁生し、

同時に社会人の穴吹クラブも発足する。

バーベル２セットを被慨する。

昭和25年

名古屋で第５回同体が11111慨される。こ

の大会からＬＨ級が新投される。Ｆ級

藤原五j１１１，Ｍ級購1iii八,１１、ＬＨ級T1im

広一の３遮乎が優勝、谷本nIi:次も４位

に入賞、徳IblIlが団体優勝する。

８月15ｐ、第１liU1IIlini校迦手llii大会が

徳島工高で開侭され徳舟工が優勝、以

来36年述統して団体優勝を続ける。I14

P1商満で練習を始める。

昭和26年

第６１回Ⅱ剛体は広lbl(↓三llXiIiで行われＭ

級蕊原八郎、Ｌ11級古H1広一が優勝、

Ｆ級蕗原五郎、Ｆｅ級取條jIi-が２位、

Ｂ級藤原昭４位、Ｌ級奥村弘安５位と

全tlが入賞、団体迎統優勝をする。

loH、始めての国際競技としてﾛ米対

抗競技大会が東京、京都、新居浜の３

ケ所で開催される。藻原八郎はＨ本代

衣として約２週Ⅲ米チームと帯Iiilして

これに{１１場する、新ＩＪＩ浜大会には本１Ｍ

からＢ級藤原五ＤＩＩと蝋原町I、LII級古

Ｕｌ広一の３名もllljﾙ。

アメリカチームは殆んど'1糸２１１tと３

世であるが、彼達はオリンピック、１１ｔ

界選手権出場の耗験を待ち全米選手１１１１

保持者もいて、すばらしいメンバーで

あり、技術的に学ぶところが多く勵爪

な体験であった。

この年、藤原八郎は11本M1会のｍ１１Ｉと

なり、上京する機会が多くなった。ⅡＩ

協会谷本呂平会艮が愛媛新1111社工務ﾊﾛ）

良へ転出せられ、会焚が空席となる。

昭和27年

３月、ハワイのホノルルで第２、のⅡ

米対抗賎技会が１１ＭMされ、Ⅲ木代災と

して阪田勝殿(来京)、Ｆ１ｲijjl(愛雌)、

ﾌﾞﾄﾛ幸男Ｃｌ〔京)、藤原八郎(徳lb)の４

選手が出場した。到着311月に第１戦

が催されたが、１０日間の船旅で練翻不

足のＵ本チームは調整に苦しむ。第２

城以降に備えてコンディションnミリを

始める。膜原はヌアヌＹＭＣＡのジムに

通って練習。同時に強化トレーニング

法の研修を１ケ月余にわたり靴ける。

ハワイ側の都合で第２戦以降は行われ

ず帰国する。古評店で、赴挙Illl係の雑

誌、書籍を大趾に間い入れて侍Wi}る。

鰍７InI同体は佃偽県､12711｢で１１１ⅡI11さｵし、

Ｍ級臘ｌ１ｉｉ、Ｌ11級古IⅡ力弛勝、Ｆ級MlilHi、

Ｆｅ級】〔陳３位に入賞するがlIlHHは２

位となる。

この国体開催中に全I軋理Jli会も'１１１かれ、

激論の末、学連の設立が水蝿された。

この席上、顧原八郎らはibi体巡へのjlIl

lHlと全刷大会のIlIlI1Mを強く班劃するが、

この'111辺は米年以降に先送りとなる。

阿地退海(福島)、押野作次(大阪)、小

川準三(秋川)の先生方が雌も熱心な推

進派であった。

《沿革＞

昭和21年

４月２１１、徳勘市において愈賦挙灘

習全がIlIllmされる。上１Ｍは徳島新iII1社、

踊師は京部協会会腿行本畠平氏(京榔

新ilII社工務局及)、受鱗者は藤原八郎

１人、そのiii:後から藤原宅(山川町)の

牛小屋を改造して練習を側始する。バ

ーベルは行本氏より借用、弟五郎、昭、

住友lii-、大石仁、薦森丼もこれに参

加、商越クラブが発足。

鞆１１１１１１１１体に脳原八DIIがlⅡ渦、Ｍ級

３位に入賞、この時、朴木氏宅で初め

てⅡ:LI幸男氏と会う。

一ヵ噸1点が勤務する徳島工高におい

ても練習塒を作り、生徒の河野正一、

工蝉趣一、奥村弘安、大西弘その他計

８名が練刊をⅢ飴する。行物資の極端

な不足時代であったが学校でバーベル

の製作を始める。蝋原が機械科の教貝

であり、Ｗｒｉが銚造、鍛造、熱処理、

教材試験であったのが幸いしてこの作

業は以降15年mも続く。後期には全国

大会に便lⅡした瀞判判定器も３種類作

り」:げる。このバーベルを製作したこ

とが、爪lit拳を徳KMIlに定狩、普及さ

せた要因の一つとむえられる。

昭和22年

藤原Iinll、IIBに谷本iii:次その他が加

わり国鉄クラブを結成、これにも自作

のパーベルを配髄する。金沢市で第２

１，１Ⅱ１１１体が１１１１かれ、幽原八,11がＭ級で優

勝する。鮒ハエiWiでⅢji1糸部として承

認され、純脚も熱をｲｶﾞぴてくる。

昭和23年

第３回国体が戸畑でIIHliされ、Ｍ級

顧Iiii八郎優勝、徳lGbIH体育祭の西の九

グラウンドでjmit準の公１１M演技を行う。

穴吹耐校の吉田広一が純判を希剋し、

以降憾恥工1mで練習することになる。

|H1体も米年の東京大会から団体成績の

艇技となることが決定きれる。奥村弘

安の勤務する来邦レーヨンにクラブが

誕生する。メンバーは戎義和．藍川勝
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昭和28年

同体を雑ねて行ってきた全日本選手権

大会が分離してIHl1IMされ、その第13回

大分が大阪で実施、Ｍ級臨原、ＬＨ級

iDiHIが優勝、麟原は７辿勝、古H1は４

巡勝を飾る。節８１ⅢI[n体新IPI浜iliで棚

催、Ｆ級噸Ijii、ＬＨ級古田の３位のみ

で不扱。１２月のアジア大会予選にＭ級

聴原八郎、ＬＨ級古田広一が優勝し、

代災に決定。子巡会場は福崎県平市。

昭和29年

マニラ巾の節２１mIアジア競技大会でＭ

級蝋原八,１１節３位、ＬＨ級古田広一第

５位に入償。小榊市の第９Ihl図体は交

jlujlHWにより始めてブロック予選を実

施。木肌は４階級に出賜権を得る。国

体ではＦ級幽原五郎３位、Ｂ級藤原昭

輔２位、Ｍ級麟原八郎、ＬＨ級古田広

一が優勝、’１１体２位。

徳KbTliにおいて第１１，１余|、高校選手権

大会をＩＭＩ１Ｍする。第l41D1全日本選手権

大会６１片行してIiil時11111世。高校ではＦｅ

級武脚光(穴吹)が優勝、Ｍ級岸野克巳

(徳lib｣］が２位。会日本では吉田広一

がＬＨ級で５辿勝。蝋11ii八郎理↓I(典大会

孤勝処nMの為迎乎をリ|迫。以降桁導に

叩念する。（以米憾勘県で第10回徳島、

第18回柵１ｌｂ、節361m|上板と全国高校総

体を４匹111Ⅱ1Mする）

昭和30年

節２１iT1全lliliiH校避手揃大会でＢ級IIIdMIr

弘(iMjlZ)が儀勝、姉101回ⅡK1体でＢ級瞭

１%iI11Y3位、会Ⅱ本でＬＨ級古nl広－６

迎勝。

昭和31年

兵1,1(lfl体でU１体７位。

昭和32年

齢めてllt界避乎柵大会に県選手を送る。

Ｌ級山崎弘(徳工一Iﾘ１人)イラン、テヘ

ラン人公に出｣吟する。

昭和33年

第511,1余IKliWi校避乎椎大会でＭ級継岡

正菰(徳]二)が優勝、第13回国体でＬ級

111崎弘飾２位に入る。総合成績で５位。

昭和34年

節l41iiⅡH|体は〕l〔〕j(で11ⅡlⅢ、本Ⅲ代我の

Ｌ級IⅡ崎弘が２位、ＬＨ継IMI正率が３

位に入徹、１９１作成縦は５１１k。Ｌ級の111

崎はＪ樋}lで当時エジプトのシャムス

避乎の待つ155.0kgの世界記録を1575

kg、160.0ｋｇと２度にわたって破り、

１１本人初のUt9VL新ild鰍を樹立する。こ

の111Fの－k群は隅然薩Iii卵11｣とで、」１時

の感激は今でも忘れない。団体成績

は、第３位。

昭和35年

Ｎ体少iIKの部が611段、近畿四回のプロ

ツク２チームH1場可能となる。徳島県

チームは以後全部のIDIに出場、第15回

[五１体宇土巾で総合第２位。Ｌ級山崎弘、

MHiZt林義弘２{仏醐lilIEjIfLH級でB駈勝、

以後継ＩＭＩはＩＨＩ体に12迎勝する。少１Fで

はFe級波迎久雄鍬２位、Ｆ級木村忠

雄第３位に入る。

第171ｍローマ･オリンピックにＬ級１１１

崎弘(徳工－１，大)Fe級臘原諜信(穴

吹一Ⅱ大)が'1本代我でｌＩｌｊ＃。

昭和３８年

波皿久雄は(穴吹)iii81iJ1全IIR1ilM枝総体

でＬ級優勝、１Ｍ内in７校巡乎大会参力Ⅱが

13校となる。節16回凶作(秋111>で少年

Fe級松lib哨夫２位、Ｂ級木村忠雄、

Ｌ級波巡久雄３位、一般で継岡優勝、

山崎Ｍ級で２１lx、Ｂ級枇iii学と、Ｆｅ

級IIiKb3位、総合成繍で姉３位とな

る。ウィーンのI仕界逆手I､大会に111崎

が日本代表で出j賜・林錐弘(徳｣二－1ﾘ］

大)は主将として全日本大学対抗戦に

６巡勝する。

昭和37年

１１H1山l｣1体でＭ級111崎弘とＭＩＩ級継lMl正

蹴が優勝、ｊｉＭ回アジア醜技太公にIII

iMi弘、縦lMIiIijifIl本代災となる。

昭和38年

llIplEl体で繩１，１連勝、少年Ｂ級で井筒

正博(徳工)３位に入る。

徳島巾で第１０１１１１金[ZIiWi核総合体育大会

を1NⅡ１Ｍ、Ｉ２ｌ１輔３代企及Lb内逝去。

ストックホルムの世界週fIliiに111崎弘

の日本記録全部12ケを保持する。東京

オリンピック記念事業として徳Lb爪fit

準センターを徳島市城の内町に処紋す

る。敷地は市有地を無iiiでI1fI)処峨闘

は1M協会、ＩＩＬ公式賎技jIlと社会人、

高校生の練習用を兼ねる。以来15ｲﾄﾞ1111

活用巻れ全国的に注目される。

昭和41年

第５回アジア箙技大会(バンコク)に継

岡正瀧出場しＭＨ級で２位に入賞する。

昭和42年

埼玉llil体で三木功iil(鯉工一ｉｌｌ大)Ｂ級

Ｓで115.0kgの世界WriIU録を楜立。

昭和43年

第23回福井国体少年にＦ級で璃谷武三

(徳工)３位に入る。

昭和44年

露原理邪跿が監督してポーランドの節

23IDI世界避乎柚大会へ参加、１１本チー

ムは優勝者２，３位１，５位１，６位

２，８位１で団体３位の過去lIkiii6の成

績を収める。藻原は国際審判、の資格

を取得し、帰路行われたチェコとハン

ガリーの|却際簸技に主癬をＩＭＩぬる。

昭和45年

第251回]の岩手国体でＢ級削１１谷ifIjU1(商

llil束一n体大)が２位に入る。

昭和46年

第18回全国高校総体を本県の鴨BbpI.で

開催する。徳島１Ｍとして３度目のⅢⅡIｉ

である。節26回IHI体で細谷ihM(inrlUII

来一ロ体大)はＢ級で節１位となる。

(Ｌ級)Ⅱ本代衣と

なる。来京I､際ス

ポーツ大会でMII級

継岡正章が優勝。

昭和39年

第11Ｍ余lII問佼総

体（I:岐I1i)で徳Ａｂ

ｌが団体１１【(優勝。

新潟国体で少年Ｌ

級武知俊治(徳←L）

第２位、Ｆ級三木

功'Ｊ１(鯉｣二)Ｍ級jli

ﾂﾞﾄ機３位に人償す

る。

91〔京で第l81iJIオリ

ンピック簸技大会

開催、Ｌ級山崎弘

(主将)出場して６

位に入賞する。

昭和40年

岐血[剛体で少年Ｂ

級古庄紀ifi(徳I:〉

第３位、Ｈ級継岡

正章優勝、岡選手

ＵムハmH3WFi9t 世界週手摺Ｂ組Ｓで世界新妃録を樹立した三木功司(昭和48年）
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世界遡平枢大会Ｂ組優朋の細谷治朗(昭和52年） 中学生を拘導すら節服理印長

県協会発足以来47年ＩＨＬ理pll災をＩＭＩめ

た藤原八郎が定年退職により副会長に

昇格、新埋事奨に可原健司が就任。

７月、iIjl野旗一合良が辞任され、第５

代目会艮に楠才之丈が就征する。ジオ

ス社｣との楠jtIiﾘ)iiiⅡ企及の1人に委噸す

る。

県間体迎より昭和64年の全国高校総体

lHIAlIlIl催種目にウエイトリフティングが

決定の通知が来る。４度目の開催であ

る。会娚は12板町に決定。

昭和61年

節481Ⅱ1】〔llqniⅡ列Ni1i}Ⅲl【決定、臆lliiⅡＩ体

協競技力向上姿L1会Hill委此｣土となる。

徳島市中学の重量準教室を開設し麗原

が指導に専念する。

昭和62年

剛体開催地が藍住町に決定。直ちにliil

pJに６１１１学ｆＩｉのjli愚挙敦室を１１１lき、１：

として鋼1【'10学の生徒を吋欺にして指

導を1111始。，#j枚に強化術定校を決定し、

虹点的指導を始める(徳上、嶋工、板

野商の３校)。

昭和63年

京lfijIq体２巡Ｈに入る。藤原、Ｕ体協

より炎彰される。第241m]オリンピック

競技人公がソウルで111Ⅱ1M、細芥はⅡ本

チームのコーチとして指導に当たる。

平成元年

板野郡上板町で第36回全国高校総体が

開催される。当初競技場が２階であり

昭和53年

第33[､の災野[１１体で＋110kg級の丙本研

一が２迎勝する。

昭和54年

11t界巡下Nil大会(サロニカ)にｉⅢ芥ifi川

は56kg級４度1-1のⅡ}｣＃をする。１;『崎1,t１

体で西本研一が＋110kg級で３jUL勝。過

去l5lIき'Ⅱ１，ｌＩｍｔ肚挙界の鮪技と練習の

'''心であったili丑挙センターが隣接の

ｌＩｌ体協研IUE館、市民公liK(第１回と第

10[111の令l1IHii枝総体の会j』)と｣上に、

公M1法の政I1iにより撤｣；されることに

なる.デンマークのカストラップｉｎ際

大会に,lilk抑】〔(徳I-Iﾘ１人一轆染、

憐)砿fflOOkg級林俊治(徳T:-111大一

Iﾘ]拾乳業徳島)、＋110kg級西本研一

(憾偽火瞬､纈ｊ－ｌＩ１付IHI病院)のlH人チ

ームを送り{{}す。

昭和55年

憾附－１:lnjに公式箙技可能な200m，の純

澗叫(鉄什)がⅡ↓牧委によ')新築される。

叫11`l｣二ｌｉｉにjliht挙部が誕堆。1,1校tiI立

201川年妃念rli楽の一つで練習場が建設

される。１１１協会よりプラットフォーム

ｌＩｍとバーベル１セットをIMIろ。

昭和58年

蝋1$iEulI1とがIlllIk好大会出｣ﾙのⅡ水

チーム団｣tを勤める．ＨｉｌｌⅡ弘監ff、コ

ーチは三木功而l、細谷ifiIWo枕州、上

海で競技する。成績は引分けとなる。

昭和60年

llil選手はリマの111:界逆手梅大会Ｂ級６

位に入賞。

昭和47年

第20ｍオリンピック競技大会(ミュン

ヘン)に1M人３人nとして三木功Iilが

Ｂ級にｌＩｌｊ》、Ｓで１１１:界新il己鰍を樹立す

る。

昭和48年

ハバナの世界避手楢大会Ｂ級に川』ルし

た三木功向1(徳工－１１大>はＳで117.5

kgの１Ｍ界新紀鰍をⅢし、３位に人質。

昭和49年

１１上界選手柵大会(マニラ)Ｂ級に川｣助し

た細谷治nllは３位入賞を果たし、昨ｲI§

の三木に引続き県人の剣をⅡｔく゜

昭和50年

三雨国体でＨ級丙本研一(億大医学部）

が３位に入る。

昭和51年

佐測同体で少$IiB級原雌１９文(徳T:)が

優勝する。第211,1|モントリーオール．

オリンピック股技大会の日本代斐に細

谷治期が選ばれる。県人として４人ｎ．

昭和52年

青森国体で＋110kg級に11}鳩した関本研

一が優勝。ドイツのシュツトガルトで

行われた11t界避干伽大会56kg級にllljル

した細谷治jU1はＴ257.5kgで優勝し、

日本人として４人、のチャンピオンと

なる。これは徳島粛赴挙界初の快挙で

ある。三水功可が111体60kg級で優勝。
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且、狭いのを心配するが、ＩＭＩ会式から

閉会式まで観衆が超澗且と冷脇装綴が

使えたことで参加稀には好iiliであった。

北海ⅢlH1体で少年60kg級の耐水佳孝

(ｕＩｌ１Ｄｌ工)がＳで優勝する。

山形Ⅱ1羽糾町で行われた命lmllIU学生大

会に初めて盛住中から参加し、入賞名

３名。以後迎統して参加する。

平成２年

北京のアジア大会に細谷ihnllが監将、

三木功iiIはコーチをつとめる。１１１人の

活BHIがつづく。

この年から県内公式競技会を蝋化町で

行い、町民に観てもらうよう努める。

平成３年

第５１m全国中学大会をIifll1町でIlIll蝋す

る。会柵はl司町勤労者体育鮒、観衆も

多くＭＨ会１mに終了する。

平成４年

新築した町隆体育鮒と雌化ＩlＩ学ⅡN育鮒

の２会期で国体のリハーサル大会をIM

I柵する。翻別も分日本社会人、実業団

対抗、マスターズ、今日本女子を災施、

多忙を極める。

第471,111形1M１体で少（IK75kg級jii井敬if！

(偲工)が２楓ｒｌに優勝する、ｌＩｉｌ逆手は

選抜、総体、国体とパーフェクトを爽

現。１Ｍ協会理PIM芝を古11皇紀ifiに炎絆す

る。競技力IIjI上?１１乗も順調にiFI化する。

平成５年

本年哩、大改HHされた新体111(級Bﾘによ

るfik初の|]i１体として姉48回W〔IulKlln体

が強化可でlII1Ni･

第１日Ⅱの少年54kg級Ｓで、満川一宏

(叫門工)が95kgに成功して弧別優勝。

他の６選手もBE閲し県選手H1のI｣標で

ある「令、入賞」を述成、１９１体戒紙７

位に入賞。

この麓lliIKl体で選手ifI弁について－つ

のアイデアが実行された。会場至近の

場所に選手村を作り、参加全選手の宿

泊に提供したのである。これはアンケ

ートでも非常に好評を得たが、同体史

上始めての試みでもあった。

護伐８１０学にウエイトリフティング部が

fiIl立され、その練習場は４面の小型の

プラットホームが使用されている。同

じ頃、町民体育館内にも社会人用の練

習柵ができる。

平成６年

単附してきた１４体IIM1IM記念]ＩＦ業に取り

かかる。以前立退きのため取り壊した

冗赴準センターの復活を県協会の記念

事業としたのである。その建設には資

金、用地に課題があり、開催決定の際

に立案された10年３１両のものであった。

処孜条件として、①将来立退き1111題が

起らない、②背騨、扱勤が近隣に彫轡

しない、③24時１１M何時でも使用できる。

④使用料は無料、⑤指導者がそこにい

ること(指導稀の所有敷地内)、⑥かな

りの駐小スペースがあること、等を雑

木条件とした。それを充たして徳島市

１N佐ili町に先ず１棟が充成し、つづい

てMIl7flZlmiに麻植郡111川町で６１棟の

i112ケ所で完工をみたのである。

この両施設は現在活用中である。

平成７年

億KMMで第501回1国体が開催され、その

総合1#１会式塒で藤原八郎県副会長が[』

体巡統501mI参１１Ⅱの特別斐彰を受け、紀

念に金IMPi肺をJHi城する。

いわきiIiの会場では少年99kg級Ⅱ下宗

lHL(板野筒、県選手団威手)が優勝した

他、全員２種Ⅱ入賞の目標を達成し総

合第６位に入る。

平成８年

神奈川111典勉町でlⅢ催された第101m1余

国中学大会に出場した藍住中学、八万

中学から優勝３名、２位３名のｉＩＩ６鵜

が上位入賞したのは画期的なできEIIで

あった。又山川練習卿で地巡な純iwを

綴返して来た畑中jElU巡乎がマスター

ズ優勝、社会人大会での商水佳孝が２

位、女子大会で板野商兇鋒留英が３

位入賞と県内禅及が拡大してきている。

県協会もiIl立50年がIllI近となり、妃念

平業として、1M協会50年史のf11行を企

両し、その跳嚇に入っている。

本稿での年次11ﾘ概況は至ってini略な

ものであったが、５０年史において光災

した内容にと念願している。

蛾後に本IIL関係者が非常に心強く感

じているのは凧出身の継岡正章、三木

功司、細谷論朗３沼の'１１央での活Bllで

ある。

《現役員＞

楠才之丈

藤原八郎楠恒男

古庄紀治

箪川勝市

波迎久雄川辺圭良

古庄岩吉本田健治

後顧康治郎梱田嘉文

満水英二栖本久

若林万寿雄三木康裕

瀬部浩司村上浩一

増弁優林俊治

錐田宰残天野健一

大正谷麓可原健司

奥角俊雄小林雅朗

河野長男畑中正仰

酒井光一河野浩仁

至極昌英渡辺正

会奨

副会長

理邪及

HIl班耶艮

1（HＭ

156



爪香川県
歴代会長

初代脅帷田

第２代鎌田

道海（昭和41年～）

守恭（平成３年－）
事務局〒760香川県仲多皮邸多皮iF町巣可1-1霊lIIHl立多度茄エ観寓写字校内

川平低＝邸TELO877-23-5240

川県ウエイトリフティングの基盤をつ

くっていった。

昭和62年

平成５年の東四国国体を射程に入れ、

競技間仲と県が一体となり指導者の確

保、選手のfr成にとり組みはじめた。

昭和63年

ロ本体育協会の第４Ⅱ理事会において、

第48回[到民体育夏･秋季大会を香川･徳

島両県で開催することが内定。二れを

受けて１Ｍレベルでの強化ii１．両が実行に

移され、県立多度il1工業間諜学校、県

立芥川中央iwi輔学校、’１１立メリlMli沖学

校の３校が商輔学校ウエイトリフティ

ング強化指定校に指定した。

この年、県立多度津工業間諜学校にウ

エイトリフティング同好会が発足し、

小、一志理事力楯導して今1,1両核総体

と全国iHi等学校選抜大会に初めて避乎

を派逝した。

平成元年

強化ＩＩＴ定を受けた県立多度津工業iwi等

学校にウエイトリフティングの専用練

習場が完成し、指導満として日本体育

大学出身の川平健三郎が赴任、同好会

を部に昇格きせ簡校生の本格的iiFiijを

始めた。

平成２年

日本体育協会の理事会において第48回

国民体育大会夏･秋季の開催地として

香川.徳島両lRが正式に決定された。

この年、県立丸亀高等学校に日本体育

大学出身の花城正樹が指導者、選手と

して採'Ⅱされ、Ⅲ立多皮iI1｣:某ｉｌｉｉ涼学

校と1昨せ商等学校での活動が軌iiiに采

ってきた。

平成３年

財団法人香川県スポーツ振興財団に５２

kg級、伊姐源を招いた。

1M立呑川中央断等学校にウエイトリフ

ティングｌＷＩＩ練潤場が定成した｡オー

プン披露には、伊鯛淳が花城正樹の解

説で模範演技を行った。

伊鰹源は後にバルセロナ･オリンピッ

クに出場。

他１Ｍと異なり商騨学校には練習塒も

なく、欄導者もウエイトリフティング

部もなく、文字通り手づくりではあっ

たが、希望に燃えた秀川県ウエイトリ

フティング協会の苑足となった。協会

波立以iiiiから、故鍬IHjn海会艮、野崎

義llLlII会焚には陰に鵬に物心両面にわ

たり暖かいご文扱をいただいた。

〈年次別概況＞

昭和40年

臓原八郎光４１{を迎えてn本秤錘株式会

社においてウエイトリフティング賎技

IMF及、符判臓習会を1W(111をする。

昭和41年

４月、「行jIllHウエイトリフティング協

会」を絞立。

５月、lHI会主Ili第１１IIlIルペル競技会

を実施する(｣＃所･ﾛ本秤鋲株式会社鍬

蛾、参加巡乎23桝)。

昭和49年

造、恒ﾘ}監悩が自宅山印をⅢ放し道田

巡禍をオープン、商松での合同練習を

始める。

昭和52年

このころまで、西暇地区では茄松の造

H1逝棚と１０１櫛1M人宅をIlIl放していただ

いた111川MIM》で杉鰯利洋理耶が振騨し、

興味のある利が練習をしていたが、丸

1u市立体育館の新設にともない、館内

にウエイトリフティングの部室を確保

して、九1m市の委託を受け小田一志監

柵を指導将として本橘的に純翻を始め

た。

ウエイトリフティング醜技はマイナー

であり、逆手の砿保に苦労するなど軌

inに采せるまでは関係者のなみなみな

らぬ熱意と努力力ckめられた゜しかし、

将に商佼生の指導、育成に力を注ぎ、

数年を総ずして数多くの同体逆手を育

成するなど、ロ党しし､成果をあげてい

った。

この当時、１１１内大会、四国大会は全災

鎌田近海が経営する日本秤鍾株式会社

の識蟻で社風の協力も得て開催し、谷

〈沿革＞

協会創立以前

昭和38年頃からウエイトリフティン

グ協会設立の脚があったが、ウエイト

リフティング競技に対する知識も乏し

く純料施技、折導粉もなく101好会のよ

うな染りであった。

その頃は、ウエイトリフティングに

興味のある者が集まり、個々に練習を

していた。

商松ifj内では監督の家の小爪を改造

して造、地29をつくり合101脚脚を始め、

iLi澱の丸岨iliでは、川in路で'011判をし

た。

当時は、ウエイトリフティングを志

す素質のある学生もいたが、香川ⅡＩに

は協会がないため、公式の大会、国民

体育大会への参力11はできないのが現状

であった。

しかし、ウエイトリフティング競技

にかける悩熱は非備に強いものがあっ

た。

協会股立に至る経緯

ＩＩＢ和40年に人I)協会波文の)11が次姉

に大きくなってきたが、いろいろⅢ雛

を1111題があり、日本ウエイトリフティ

ング協会に相談したところ、徳勘県立

徳島工業高校学校教諭の適原八郎先生

を紹介され、ご指導を仰ぐことになっ

た。

睡原八郎先生にはご多用のなか何脛

か商松までおいでいただき、ウエイト

リフティングについて初歩からの鋼習

会、審判鋪習会をM1き、週手や審判、

の養成のご指導をいただいた。

幸い施設、器具などは１，本秤錘株式

会社に提供してもらい、公的には商松

市立栗林小学校体而館に於いて、谷川

眼ウエイトリフティング杵及揃導ＤＩＩ例

会を側<などして、餓IHI近海に会及就

任を依頼し、正式に、「香川眼ウエイ

トリフティング協会」設立にこぎつけ

た。
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でもない。

平成５年

束四IE1mllL体f『大

会が101124Ⅱ～２９

１１１１Ⅲl川1Kする。

40fI2ぶりの！〔lIllF1

1到体の1111鰹。改め

て国体開催の怠鍵、

競技団体として資

任を術感する。

束四lK11Iil体をⅡ楓

に今まで欄み、ね

たノウハウを1111花

させるべく、ＩＨＩ係

者一丸となり取組

んだ。

２県I111l1Mでのプレ

ッシャーのなかで

よくHmlIlした巡乎

に対し人きな拍乎

を送りたい。

この大会で得た貸

承な体験は永く苦

い撮導粉、過fに

受けつか化将米

第５OnlYinIblq体において少年･成年７

稀エントリー逆手全iiがはじめて得点

jbMlLとなった。

第６IqIulllilihi神学校ウエイトリフティ

ング股技迎乎柵大会において．学校対

抗でlⅡ虻多度il1I:jiaIii沖学校が迎統５

度ロの優勝。

12成８年I虹までにお'1k謡になった監督

は以下のjiDI)。はじめはウエイトリフ

ティングにＡＩする知識が少ないため

に、Hkffの人避も難航していたが、年

を総るにしたがい避乎の'１$から術梓朽

６fiち、この人述が協会の広統づくり

に武献してくれた。

成年朧栂少年監督

Ⅱ11m広－，１１商橋幸雄

jjlilllllLﾘ）iltIlImj-

杉1Mリ利i１ｉ砂(Ｗ修而１

小Iｌｌ－Ｊ１Ｌｉ川､WHlL二郎

大野Minl4

脚ⅡＦ１戯ニ

イピ城ｌ眠樹

<簸2役員＞

分」と繊田守恭

IIIII公」と山内俊夫小田一志

中北斎

型ＤＩＩ父演岡倣

理１＄松村功久大野順平

津山助一川平健＝郎

花城正樹山花一夫

杉翰利洋奈良輝鍋仁

旧刑

バルセロナ･オリンピックに出期した伊随津(平成４年）受けつか化将)仏

にI(IIけ一肘の瓶ＩＭＩ

をｕ指し、発展させる基礎ができた。

この人会を見ることなく平成３年、４

年と相ついでご逝去された鎌111道海会

長、野崎義也副会跿に感謝を申しあげ

たい。

平成７年

Ｉ色埼iiu大(111丈多度ilLL業iii神学校)が

命[｣q商禅学校総合体７J大会において、

＋99kg級で２位に入賞した。

この年、郷国で開かれた第17回Ｈ稗ユ

ース大会に日本代表として出場した。

これを機に|i１校にウエイトリフティン

グ部を設立、部L13fiで発足し、伊鯛

淳が柑導にあたる二とになった。

商知市において１１１Ⅱ１Ｍされた'111国iii謀学

校総合体f『大会、姉２I1IIIlq回商竿学校

ウエイトリフティング選手柵大会で初

めてIIL京多度il1J:xini卒学校が総合優

勝した。

厳H1近海会奨が逝去され、後任にごｆ

忠の鎌、守恭が就任。

平成４年

金MiWi聯学校避刊(大会において、５６ｋｇ

級lib補IIL(ⅡＩ立多腿ilt-[難ini神学校)が

２位に人(１N【し、件川111から初の,Wi校生

の全、入賞となった。

jH立香川中央iHi輔学校に、１１本大学出

身で大学進Wli優勝の奈良抑掛仁を指

尊ff雑逆手として迎え、強化折定校３

校のトレーニング活仙が１１１１体にむけて

本格化した。

今IIilIWi杖総体において75kg級IiljIlllM:、

90kg級安幽優聡(lI1立多度il1l:業商群

学校)が共に２位に人質、綱ルトH体初

の入賞となった。安鰯は二の年の[五１体

で５位に人償を果たした。

緋０６沖、バルセロナ･オリンピック５２

kg級へlIIjルし、９位の成繍を収めた。

本人としては不本怠な結染であったが、

口際レベル選手行成は１Ａ公汝立以米の

念噸でもあり、このオリンピック参加

が什避f-の士飢をiniめたことはFiうま 日脚ユース大会、秀jI1IRより初出喝の尾崎岨太(平成７年）
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忍愛媛県
歴代会長

初代谷本昌平

第２代宮脇先

第３代村上信二郎

第４代森溝

第５代黒川晋

第６代都築滴

(昭和27年～）

(Ⅱ【{和34年～）

(IIB和44ﾘﾐｰ〉

(Ⅱ{州I48fli-）

(昭和63年～）

(平成６年～）
事務局〒792塁掴H1新居浜市一百町1-9-20研居浜市丘竺金子支所内

小野正TELOO97-36-313。

10Ⅱ1611分Ⅱ本避乎樅(漣Kbili)ではＦ

級桧垣大、Ｍ級1M)I1iufが優勝し､初出

場の加露忠古はＦｅ級３位に入賞。Ｗ１

日の第１回分[玉l商校遮手術大会Ｂ級で

はlIIl星敬二(新居汲両iili)が260kgのild

鰍で優勝。

第91111111民作fr入会(小111[)でFe級''１

石卯が１１本新を樹眈し[511体は５位。

昭和30年

全日本選手権(滑川巾)では、Ｆ級栓ｊＵ

大、Ｍ級黒川管が優勝、そのIILB級３

位、Ｆｅ級５位に人徴。

第lO1nllIi1体(川崎ili)Ｆ級松｣11大催I》、

Fe級３位、Ｌ級４位、団体５位。

昭和31年

第111,1国体()巳崎iIj)Ｆ級２位、Ｌ紙４

位、国体５位であった。全Ⅱ本選手Iiil

は睡級５位に入賞。

昭和32年

余11本選手l1i(来爪)でL11級1M川1Hfが

汕算３１虻１１の優勝、他にＬ級２位１人。

第l2Inlli4体(ihi水T1j)Ｍ級２位．MII級

３位、Ｆｅ級６位、団体５位。

黒川骨が読売新ilI1社日本スポーツ賞、

日本ＷＬ協会hk優秀選手賞を各々受賞。

昭和33年

第５回会同lli校避乎椛人公(秋IⅡilj)で

はＢ級２位に元lII1WIが人償。

第3312Ⅱ４体(柵川IIi)ではＭ級で力Ⅱ鰯忠

吉が初優勝、ＬＨ級３位、Ｆ級４位、

団体４位に入賞。

このＩＦからlRIAl大会で一般と商校に分

離してWIlI11iすることになった。商佼Ｆｅ

級に優勝した今ル縦lﾘ1(新"}浜I2iWj)が

新居浜U1i制20jHlfMI業を飾るI1j腿仙の

モデルとなり、翌年のⅡｲｲｷﾞ1134《|《５ⅡＩ７

Ｈ新鳩浜駅1iiiで除騨された。このブロ

ンズ像はその後開催されだしたWrlbI;波

市民体育祭のメダルや賞状のパックデ

ザインとして｢h民に親しまれる。

昭和34年

この平の企Ⅱ本避下Iiii大会は６ｌＩ１３ＩＩ

～MII新居浜市公会堂で↑jわれＢ級

桧垣大、Ｍ級加藤忠吉、Ｌ11級lMl11YY

の３名が２位、Ｆｅ級５位、Ｌ級６位に

２位丸井人一郎(兵lDlI)275ｋｇ

Ｌ級

１位ジョージ吉岡(米国)292.5kｇ

２位１１V村義明(愛媛>265ｋｇ

Ｍ級

１位エメリック布川(米凹)305kｇ

２位顧川ｉ八郎(徳Kb)292.5ｋｇ

ＬＨ級

１位キヨユキ山下(米国)300kｇ

２位吉田広一(徳島)285ｋｇ

昭和26年第61,1lx|体(広島)Ｂ級に出

｣ルしたF1祠ｳﾘが初優勝し、２位･３位

各１ｆ１，６位１橘の好成繍を収め、口

石は節６１ijl愛殴大会功労債を受賞した。

27年度協会組織化の環境が整い、昭和

27年４月に谷本昌平を会奨として愛媛

1MＫ赴挙協会が発足した。

〈年次別概況＞

昭和27年

21121日、、石功がハワイ巡iIEロ本代

災に遇ばれ、１１米親善につくした。

５月25日、ヘルシンキ･オリンピック

代表選考会(東京)が行われ、白石勇が

当時の日本新記録で優勝(275kg)しオ

リンピック１１１娚栃を獲得、１１本の施盈

挙界初のオリンピック避乎となった。

７H19llには1M身ヘルシンキに逮征し

たロブ、iは、監督もコーチもおらず減

斌に苦しみ、残念ながら試合の途中で

梨樋。

第７IuI図体(下市)には２名が入賞し、

Ｐでlll川冊が、本新を樹立した。学校

体育では、斬隅浜西商から独血した新

川浜工業iiiにも部が1111識。

昭和28年

この年は第８回国民体育大会が四国四

県で棚幡され、当競技は新居浜市立宮

西小学校を会塒に10月231]～26日まで

行われた。Ⅱ夜猛練習に励んだ本県避

手Ｕ１は、Ｆｅ級|､石jﾘﾘ、Ｌ級枡村義明

が優勝し、２位２名、４位１斜、６位

ｌ橘と会ｈ入賞を果たし、団体でも初

優勝した。

昭和29年

〈沿革＞

協会創立以前

第２次大戦後混乱時の昭和21年、当

時1旗後復活した日本iltlll:準協会会1ｔ(新

培浜市出身、囚全峨此>の小西英雄が

アメリカ枇察の一興としてパーベルを

侍ってきたのがはじまりで、当時蝿識

のiWかつた新鵬浜のIlU係洲も「トロッ

コのJii論じゃないか」といったような

話もあった。

このバーベルにより1il初に巡乎とし

てスタートしたのが、当時小西の秘１１：

でIlij協会副会災のif材鞭明で、ｕ々ト

レーニングにはげみ、昭和23fl都３回

国民体育大会に初１Ｍルしたのが本'1,1避

乎の第１号であった。

澗村は、節４回同体Ｍ級で６位(217.5

kg)に初入賞した。

その後工期地柵の新居浜を１１心とし

てliiI好若がjUえ、wIllili路も山)色編炭

横に設けた。ｉＷ村についで1M川冊(新居

浜物産三前会腿)、白石ji(住友化股)ら

が１１１心となり、本格的な組織化がはじ

まった。

協会創立に至る経緯

本県の賜令、醜技の紳及は社会体ｆｌ

を中心として苑鵬し、IUllhI26年に新勝

浜西商に部活勅がINI始され、学校体育

にも導入された。

昭和26年10月、新居浜地方祭には当

時世界のトップレベルにあった米川か

ら５人の強豪避手を招き、祭娚の－１１ｒ

神社で大観衆の前で紹介され、太鼓台

兄物に染まっていたiii氏より喝采をあ

びた。

ロ米交歓rift挙第４１慨はl0H20Il、

新帰浜市公会堂を会掛として行われ、

妃録は次の』、りであった。

Ｂ級

１位蝋miIln(鯉Ⅲb)230kｇ

２位藤原皿郎(徳lib)222.5ｋｇ

匪級

１位リチャード浦|ｕ(米国)292.5kｇ
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入賞。

第14回国体(東京>ではＭ級、ＬＨ級各々

に２位、Ｌ級５位、団体６位であった。

昭和35年

分Ⅱ本遮乎Ⅱi(秋IⅡ)Ｍ級３位、姉l5m

ul体では力11蝋忠背がＭ級で２度Ｈの優

勝、団体はこの平から一般とiIii核に分

離されたが、総合６位となる。

昭和36年

５mにH1川汗が文部大臣スポーツ功労

徴を受賞。６Ⅲには令国で始めての新

居浜T1jmlit鵜jll塒が鬼成し、三宅錠付、

UliIhiI1ﾐﾘ)、枇川孝三の３巡乎をWlきjUi

場側きを行った。この練習場は、本１Ｍ

選手のみでなく、その後金Ⅱ本や各大

学の合宿報にも利川されている。

会|]本巡乎梱(新潟ｌＭ崎村)でＭ級力Ⅱ藤

忠iliが初優勝。他にＬ級に３，４位に

入償。

鮒16回|叫体(秋H1)ＬＨ級･ＭＨ級３位、

Ｍ級に４位に入賞したが、lllfnl27年以

来10年１１１１縦いた１１１１体入賞を残念ながら

果たせなかった。

昭和37年

第９何分Ｎ商佼総体(宇部宮)では、ひ

さしく入賛がなかったがFe級３位に

谷村守が入賞し、911の[剛体四回近畿

予避会で本Ⅱ1商校初の11M醐柵を礎得し、

第ｌ７ｍＥｌ体(岡山)ではＢ級、Ｆｅ級４

位、ＬＨ級６位、一般ではＭ級３位と

なった。

昭和38年

この平から始まった卵１１m]令日本社会

人巡乎大会にはＭ級、ＭＨ級に２名が

初参加。

昭和39年

全11本避手ｲ１１１(江刺Ｔｌi)Ｌ11級で４位に

入愉。

昭和40年

松111巾の松山INI(陵iHi核に部がIHI波され、

新居浜からⅢ都への広がりができた。

第２１，１全Ⅲ本社会人にはＭ級で２位に

入賞。

昭和41年

節３１iil全11本社会人(ilYi萩巾)において、

ＬＨ級３位、ＭＨ級４位、５位に入賞。

昭和42年

第22[､I国体においてＭ級４位に入賞し

た。

昭和43年

進学した大学生が活IIlL、会日本大学

新人ＩＩｍＬ級６位、全Ⅱ本学生避手Iliで

はFe級６位に入徽。

第５１，１余Ｕ本社会人ではＭＨ級５位。

昭和44年

この年はini佼生にＩｆ１Ｉ上がみられ、国体

lJql｣il地区了避で優勝し７年ぶり２度目

の国体出場権を得た。

第24回国体では、高校Ｆ級５位に入賞。

第６回全IRI本社会人(大宮巾)では11級

に森金男が初優勝。

11月、新企及に村｣:ｲﾊﾟﾆnlIを迎えた。

昭和45年

競技生活20余年と当時の日本峨奨妃鰍

を持っていた黒川晋が選手生活から引

退。最後の競技会は第25回国体(江刺

市)であり、ＮＨＫで「晶後のバーベル」

の悉靴が固体川嶋をＩＩＪ心にllilⅡ1;さｵし余

Ｉ刊に放送。Ｉ却体にｌＩｌｋ』すること201111、

この'1M２位４ｌｕＬ３位６１１１１，６位内２

回の入賞を果たし、全日本遮手柄では

優勝４回、２位１回、全日本社会人で

は２位４位に各１回入賞し、この間n

本ile録の史新も数ｍにわたり、lilmiiilu

鍬はＪの152.5kgである。この結果Ⅱ

本WLMl会から始めての功労逆手賞を

受賞。

全国崗校総体(串本市)ではFe級７位、

第25回国体では高校の部２年連続３u

LIの出場権を獲得し、Ｆｅ級で３位に

入賞。

昭和46年

３月141l新居浜l:業ibi枝体育伽を分｣ル

に前年引退した黒川晋の引退腿念人公

を行い、三宅義行、大内仁、大in賢論、

中尾美喜夫と早稲田大学の選手を柵き、

早大一愛媛対抗の記念随技会を行った。

第26年|到体では高校の部が３年巡統4

111111の出場。Ｆ級、Ｆｅ級各々５位に

入賞した。全Ⅱ本大学新人戦ではＭ級

２位に入賞。

四国では全国高校総体がⅢ催され、ｌ可

選抜は鴨島町で行われた。

昭和47年

村川Fi二郎に代り森澗が会1tに枕ｲl;･

会Uilini枚総体では、Ｍ級で２年`I：の小

野jliが３位に入賞した。lX1体地区予避

では、洩念ながら徳島県に敗れた。

全日本大学新人戦でFe級６位に入賞。

昭和48年

全国高校総体(旭山)Ｍ級で小野iI2が初

優勝、他にＬ級６位、MII級７位、学

校対抗で８位に初入賞。

第28ｍ国体では、Ｍ級'1､野jEが尚校総

体に続いて優勝、Ｌ級３位、Ｂ級５位、

Ｆｅ級７位、県別得点７位。

昭和49年

小野正が高校1Mt後の大会で122.5kgの

Ｍ級Ｓの日本商校新記録を樹虻。

全lLI商校総体(北九州)Ｆ級Ｓ典鍋Ⅱ:iil、

Ｌ級Ｓ菊川勝也が優勝、ＴではＦ級４

位、Ｆｅ級６位入賞。

第29回国体(北茨城〉ではＬ級、Ｍ級２

位、Ｆ級３位、ＬＨ級６位、Ｂ級７位

と少年チーム全員が入賞し、成年でも

Ｆｅ級６位に入賞し、天皇杯６位。

昭和50年

第301,1n体(lulIl)少年Ｆ級真鍋和人優

勝、成年Ｍ級７位。

姉20回全11本大）被新人戦Ｆ級其鍋正司、

Ｌ級IMIlI卸彦が優勝。

第２１回全国11本大学対抗Ｍ級２位入賞。

昭和51年

Ｆ級の典鍋正司JrIIt界選手権避考会で

優勝し、姉２，大全(グタニスク)に出

期し、Ｓ２位、Ｔ４位に入賞。

姉221111全11本大学遮乎ｲlhi大会Ｆ級真鍋

jli1iI、Ｌ級佃出郷彦が優勝、Ｍ級２位

に入賞。

企lnliiii枚総体(豊科)Ｆ級真鍋和人優勝、

Ｂ級６位に入賞。

節311iⅢ国体(ｲi田)少年Ｆ級Ｘ鍋和人優

勝、Ｂ級３位、成年Ｍ級２位、Ｆｅ級、

Ｌ11級６位に入徹し、天皇杯４位。

第221111余n本大学対抗Ｍ級小野jE優勝、

Ｌ級２位に入賞。

節13回全11本社会人Ｍ級２位。

昭和52年

J｢世界避手柵避考会で52kg級典鍋和人、

67.5kg級IWiIUIIil産が優勝し、第３回世

界週刊lii大会(ブルガリア)にコーチ１

fiを含め３人出期。

第23回全１１本学生選手権(尼崎)では５２

kg級其鍋和人、67.5kg級福田輝彦、７５

kg級の小野正の３橘が優勝。

節37回会Ⅱ本避乎柵82.5kg級５位。

姉23回分11本大学対抗75kg級柧IllIIili彦

優勝。

鋪32ｍ同体(平賀)成年の部67.5kg３位、

52kg級４位、82.5級７位に入賞した。

jnil4Im会ｎ本社会人82.5kg３位に入賞。

昭和53年

Ⅱ(ljhI55年全uiliWi枚総体lIIlIM地力狭まり、

抑(備委LL会が会｣＃地新居浜市に孜溢、

研体迎螂''ＩＩ部として加入が認められた。

第l31ijlp郷親藤大会(口１１)75kg級で福

Ⅲ岬彦が優勝。

第24回全11本学生進乎楢(尼崎)福田輝

恋が３迎勝、５２kg級２位入賞。

iiY411I1JrlIW1H逆手柵大会(ギリシヤ>５２

kg級山鍋刷１人５位入徹。

第381〔1余日水越手Iii52kg級、67.5級、

82.5級４位入賞。

全l剥商枚総体90kg級５位、５６kg級８位

入職。

姉241101分日本大学対抗67.5kg級桶、輝

彦２迎勝。

宛3池Ⅱ11体(飯111)政ｲW5kg級２位、５２

kg級７位に入賞。

昭和54年

金11本学生避乎I1i52kg級で３位入賞。
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全日本大学対抗11,52kg級で３位入賞。

全国商校総体(明石)67.5kgで４位入賞。

第34回同体(新窩)成年で52kg級３位、

75kg級６位、少年67.5級５位に入賞。

昭和55年

55全国溺校総体iIAlii委此会を実行委貝

会に切り換え、準iiiも整って８月１日

～８月５日の１１M全国から108校336名の

参加を得て、冷夏に悩まされたが、大

会新記録３、日本商校新１が樹立。学

校対抗は１位jfEIi栄商校、２位柏木農

業高校、３位iii櫛育英獅校であったが、

地元避乎の入賞はなかった。

全日本学生遮手柵では52kg級典鍋和人

が３年ぶり２度目の優勝。

第40回全日本遮手柵52kg級で２位入賞。

全Ｈ本大学対抗52kg級で拠鍋和人優勝。

節８回全I】本爽業団大会75kg級で小野

正が優勝。

第35回国体(小111)成年の52kg級２位、

75kg級５位入賞。

還暦を迎えた理耶艮黒川骨が110kgＪに

いどみ102.5kgまで成功。

モスクワのオリンピックに瓶Ⅲ蝿彦が

本肌２人Ⅱの出叫梱を得ていたが、不

参加。

昭和56年

第４１回全Ⅱ本迎乎拙大会で52kg級真鍋

和人が２位になり、節35回世界選手柵

大会(フランス)に出柵し、240kgのＵ本

新il己録で３位に入賞。Ⅱ本巡乎柵では

他に825kg級で３位に入賞。

第36110|団体(安雲川)52kg級其鍋和人優

勝、５６kg級８位入賞。

第９回全11本実業団大会56kg級で真鍋

正司が優勝。

昭和57年

第42回分日本迦手柵52kg級で典鍋和人

が247.5kgの1F1本新で優勝し、節９回

アジア大会(ニューデリー)に１Ｍ兆大

会新の235kgで優勝。

全国高校総体(鹿兄崎)100kg級のＳ２

位、Ｔ３位、67.5kg級ではＪ２位Ｔ４

位入賞。

第37回国体(出勤市)では成年56kg級２

位、５２kg級４位、82.5ｋｇ８位、少年

67.5kg級５位に入賞。

昭和58年

第43回全11本選手16652kg級で典鍋和人

が２年迎統優勝し、第37回I化界選手椎

大会(モスクワ)に１Ｍルし５位に入賞。

全国商校総体100kg級で５位に入賞。

節38回１F１体(水上町)では、成年52kg級

で６位入賞。

昭和59年

第23回オリンピック（ロサンゼルス>に

其鍋和人が本県３人目の出珊柵を得て、

Ｔ235kgで銅メダ

ル。

全lfl高校総体(大館

iIi)では60kg級Ｓ２

位、Ｔ６位、100ｋｇ

級６位に入賞した。

第39回国体(下市

町)成年52kg２位、

少年60kg５位に入

賞。

節21回全n本社会

人67.5kg級４位。

全n本学生新人大

会で56kg級、６７５

kg級各々２位に入

賞。

昭和60年

第401,1国体(岩美）

成年56kg級３位、

llOkgiUl6位、少年

60kg級４位、９０ｋｇ

級６位、５２kg級８

位入賞。

第２２回全日本社会

:lliiill1l1rrfi1llil
刻夕凸凸哩ＵｌＺＵＵ兵'ぬTl･工曰、．,

人67.5kg級４(i〔。ロス･オリンピック餌メダルの真鶴和人とコーチ･凪j''百

昭和61年

第46回全Ｈ本選手樅52kg級で其鍋判人

が３年ぶり３度目の優勝し、第101mlア

ジア大会(ソウル)に出場、247.5kgの

IEI本タイで２位に入賞。

２月25【I、新居浜市営肛趾挙練稗叫新

築拡弧瀞成。

第411,1国体(御坂町)成年56kg級３位、

110kg級８位、少年52kg級５位、８２．５

kg級６位に入賞。

商校選抜大会で52kg級５位入賞。

昭和62年

第47回会E1本週手柄52kg級で兵鍋和人

が２年巡統４度ロの優勝をし、jiM9Iul

世界週手柄大会(チェコ)に１Ｍ》。

第４２回国体(国頭村)成年52kg級７位に

入賞。

12月20日には、新居浜市民体育館を会

場として1987Ｍ『友好ウエイトリフテ

ィング競技大会が新居浜市制5011WiT

JIFの一環として1ⅢIlio

Il本遮手団は、団災黒川骨、監ff細谷

治郎、コーチ小野J1：、選手52kg級兵鍋

和人、５６kg級古賀丈士、６０kg級城間忠

誠、67.5kg級平仲康、７５kg級佐々木保

耐、82.5kg級砂岡良治、９０kg級jIz岡力、

100kg級松尼雛資、110kg級松Ｆ忠光、

＋110kg級浦樫IMI又の10選手が１１０川チ

ーム団奨陳冠湖氏ひきいる避乎10打、

役員４名との交流試合をⅢじてｎ$|『友

好につくした。

本県協会長黒川晋は、世界マスターズ

j､ｲﾊﾞ大会に２１ＭNiしていたが、本年は

プエルトリコで大会が行われ、６０～６９

才の部で３位に入賞。

昭和63年

余11本避乎柵大会に糾雛のinを経て真

鍋ｌ１１人が３１ﾄﾞ述勝５度Ⅱの優勝をし、

ソウルの鋪24ｌ１１１オリンピック大会に出

Ⅲ、８位入賞。

第431回Ⅱ剥体(沿沌日｢)成年56kg級Ｓで５

位、Ｊ６位、少年82.5kg級Ｊで８位、

犬A1杯18点。

本IⅡ協会｣と１１A川l1WlII:界マスターズ選手

１１１１大公にⅡ1M》し、６５～69のグループで

優勝した。本ⅡIMI会跿森iWから狐川冊

は衣彰をうける。

平成元年

第44['1Ⅱ1Ｍ本(士別市)成年56kg級Ｓ４

位、Ｊ４位に入賞。

姉171⑩1余Ⅱ本拠業川人公52kg級で１，(鍋

正同]が優勝、５６kg級２(l(、９０kg級５位、

N１体で６位に入賞。

１１上界マスターズ選手権大会(デンマー

ク)にlWIliFがlllj勝。

平成２年

第4511111Ｈ１体(iＭ１崎ﾛ｢)成年56kg級Ｓで

３位に人衡。

第18[''1今11本災難Ｍ大会52kg級２位、

56kg級３位、９０kg級４位、５位、［J1体

で４位に入賞。

このｲﾄﾞ、四国iHi体辿にＷ['0ﾂ部が認めら

れ、第１ｌ１１１Ｉｌｑ同lHi杖選手樅大会が徳ﾊﾞｶ
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県で１１N催され、新工が団体優勝した。

平成３年

第46回脚体(珠洲iIi)少年60kg級級Ｓで

４位Ｊで４位に人桃。

節19{''１余Ｕ水火梁IU1大会56kg級で３付

人賞。

第７回全1刻商校遇拡大会67.5級で３位

に入賞。

平成４年

第39回分I刈商校綣体、67.5kg級６位人

賞。

節471IilIm体(羽lIlnJ)少ｲﾄﾞ67.5kg級Ｓで

５位、Ｊで７位に人質。

第20回余日本実業川大会56kg級で５位、

60kg級で５位に入賞。

平成５年

第２１回全Ⅱ本爽業liII大会で59kg級４位、

60kg級４位入徹。

平成８年

第22回分11本災楽団大会で64kg級４位、

83kg級５位に入賞。

第39回全１１本学生新人大会76kg級で４

位人賞。

1K成７KIL3Ill2には、故11A川冊をしの

び、節24110|企Ⅱ本q1jA生〕l〔imi対抗巡ｆＩｉｉｉ

大会が折ｌｉｌＩ浜ilillI柧総合体ﾌﾟﾘ航でl〔IIlj

大学避抜避乎20人の出j&のもとlIUllMし

た。

平成７年

第42ｍ全国商校総体十99k“で８位入質。

第５血Ⅱ11体(いわきｉｉｉ)少ｲIi99kg級Ｊで

８位人徹。

第23IiiI全乢Ｗ〔典lⅡ人公64kg級で３位

91kg級５位入賞。

第411,全Ｉ上1本学生個人週flii83kg級５

位入賞。

第４０１１１１余日本学生新人選手Ilii83kg級４

仙人賞。

、伍挙練習期の変週

昭和21年日本WLML公企及の小西共雄

氏が聾及のためバーベルを新liqIiIiに持

ち帰った時は、元ＭＩ会RWf村義Iﾘl氏の

自宅のiii庭が練習塒で訴犬、プラット

！

斫囚浜市低価、挙卸囹坦

習場としてはＨ本ではじめてであった。

練習開きにはオリンピック金メダリス

トの三宅義信氏をIrlき盛大なこけらお

としを行なった。この純iMIj》から多く

のトップリフター“l}し、多くの大学

やI(Ｉのチームの合iiiにも仙われていた

が、老巧化と手ぜまになったため、

1984年の真鍋和人のオリンピック入賞

を記念して新築のi１１．両がi蘭まり、新居

浜市や地域の理解が１１卜られてIIllnl62年

に現在地に新たな練靭期が定成した。

鉄什jl21il250ITfで10ｍのプラットホー

ムを２列備えたものができた。

〈刮息役員＞

会良都築洞

副会焚加蕊嘉、天野伸審

理那焚小野正

理,ＩＣ渡辺幸一小野正一

真鍋和人脇田囲貴

竹迫次弘白石仲=

塩見公良越智康

ホームもなく地面、しかも夜は裸埴球

をぶらさげて照明し、近所の人々は何

が始まったのかと集まってきた。

昭ｲⅡ26年iiijllUIl会焚宅の納尾を改造し

て約ＩＣ坪の純i''1｣＃を作り、愛好希もj、

し姉８１UⅡf1体チームを細成しⅡ夜強化

にはげみ、地元での国体では団体優勝

した。第15回オリンピック(ヘルシン

キ)に出場した白石動もこの練習場で

汗を流した一人である。この練習場で

１００kg以上のrIr獄で練習すると50,f四

方に地ひびきをおこし、寝ているｒ供

がⅡをさますとか、跡が９１１を生まなく

なるとか帯悩が出て困った。

昭和36年７月には新居浜市に働きかけ、

当時から臼石弥に銃<オリンピック選

手を送ろうということで新居浜市の理

解も得られ、新居浜市街fItH拳練習場

を適ってもらうことができた。鉄骨乎

随Al』てスレートぶき82.5mβ、練習台２

面をｲiする．経費は市が半分、残り半

分は寄付金で150万円であった。当時

としては立派なものであり、公営の練
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ぴ指導のできる村が1名だけしかいな

かった。ウエイトリフティング競技未

経験の商校生部此７名から練習を開始

した。四ｍ避乎柵、全IHI問校総体、［Ｈ１

民体育大会と、什棚の餓技会に参加す

ることにより、わずかながらではある

が3.鈍か向上している。それとjIiに砿

技人Il6jI1力Ⅱの傾向にある。

協会iI1立から４年経過した昭和63年

度は1M内の全選手数20名、協会役貝１７

名と、金岡の組織にくらべると、まだ

まだ後巡H1である。５fIi役、l0fIi後に

は全１１６１の皆さん方の仲１１１１人I)できるよ

う,､i知lⅡ協会、1111係希一liil今後一九と

なり努力を続ける覚椚である。

〈年次別概況＞

昭和60年

ilM知肌ウエイトリフティング協会は、

IIH和60年５月、全囚で11k後の加lHUIlと

して日本ウエイトリフティング協会及

び棚i知111体filKl会に加IRIが欣蝿された。

imi知1M教fr委此会の「特色ある学校づ

くり」のご指騨のもとに商知來商校に

ウエイトリフティングilj【MMLiBl6のiifmj

が持ち上がった。

ini知111ウエイトリフティング協会の発

足がlVilII1やテレビで報１１されると「私

もウエイトリフティングのIll1H1に入れ

て下さい」と１人の腕技総験者が｣iUM1

名釆I)を_上げてくれた。その人はiMi知

'1$央商枚教育のiiiT原桁二である。彼は

大学時代ウエイトリフティングにその

ｉＷｆを打ち込み、’'11束インカレ、分１１

本インカレにおいても大いに活踊をし

た経雌の持ち主である。

素人ばかりでスタートしたⅢ協会にと

っては願ってもない救いの神であった。

､１１通彼をコーチ蛾避乎として迎えた。

器』!'は少なくiU[期のiniUlmﾕPI(も地んで

いない511も終わりの頃であった。

lWi知Ⅱ〔iHi枕の体行鮒の－NHIにiIiいマッ

トを蚊き、やっと典ぬた未経験の生徒

７橘がiili原コーチの指導で基本動作か

ら練詞をスタートした。

聞知1Mウエイトリフティング協会が練

習を１１M姑して３力Ｈ日の８Ⅱ18日愛媛

県新居浜市での第１１回亜量挙げ四１劃選

手椀大会に県協会からただ１人初参加

をした。５２kg級に出場した蒲原裕二は

Ｓ70kg、Ｊ８５kg、Ｔｌ55kgで兄J1$初優

勝の栄冠に輝いた。

昭和61年

昭和61年度は高知!Hウエイトリフティ

ング協会発足２年Ｕの年である。今年

は大きな行1$が二つ樫あった。

まずその一つに、７月下ｲﾘ、法政大学

iHIil(挙部の桁鋭25潴を油i知来商校に迎

え、強化介術を実施したDIIである。大

学のトップクラスの強化合iiLiであり、

1M協会の役員選手もこの合宿に参加し

て共に汗を流した。活気のある合宿で

あり、県協会にとっても大きな収穫で

あった。

811~ＩｆＩ１Ｊにはjin21nⅡ'１１１１ウエイトリフ

ティング避乎柵大会がiiji知1MでINI伽さ

れた。協会発足２年ロにしては大きな

行事であり、迎営而においては苦労し

たが他の三県の役、、審判のご支援、

ご協力があり大会を成功の内に終了す

るｊｌＩができた。この大会には100名金の

一般、iWi校巡平が参加した。

昭和62年

昭和62年度は、高知県ウエイトリフテ

ィング協会発足３年Ｕの年である。

布の上に６３年”今年は春先の競技

会でいきなり好記録を出し、全I却に汕

川Ｉする力がついてきた56kg級野ilIi巻洋

('１'火商校)に「全[Ｈ１大会で初入賞」を

ロ標に協会11U係朽は一丸となり指導強

化を縦けた。

しかし実力がありながら体瀬調整の失

敗から入賞させることができなかった

のは心残りである。

811の企|｣iliiii枚総体(北海in)には８橘、

1011のi110IIuIH体には９名の111代災を送

った。

６位までの入賞者はいなかったものの、

出場選手全員が県記録及び県商校紀鋒

を更新して艶聞してくれたのは大きな

<沿革＞

高知県体育協会による新しい簸技団

体育成「ウエイトリフティング餓技」

に伴なう調査研修のため昭和60年２月

23日～２，２５日までの３日Ⅲ、梅IⅡ正

幸、木村秀俊のiiljfiは他鵬の組織、活

動状況等の実態鋼査のため上京した。

まず舷初に日本ウエイトリフティン

グ協会を訪問、協会専務理邪の林克也

先生から「協会を設立するための心が

まえ」「協会の迎営方法」「避手の強化

育成」等についてご折禅いただいた。

次に早稲111大学をiujII1、鞭Ｉ１Ｗｌ先生よ

り「ウエイトリフティングの練習方法」

「器具の使用方法」についてご指導い

ただいた。三番目に法政大学爪斌挙部

をitIjIML小平監督よI）「練習方法」そ

して施設の見学、大学生部風の練習を

兄準することができた。11k後に日本大

学jlUit挙部をiMjlII1、強化合術'１０だった

ので部貝の厳しい練習を兄学すること

ができた。

帰高後、調査研修の結果を商知lq体

育協会に報告。この３カ月後、昭和６０

年５月全国で一呑峨後の加HlUllとして、

n本ウエイトリフティング協会及びiwi

知県体f『協会に加盟jk蝿された。この

ような経韓で碕知県ウエイトリフティ

ング協会はfiII立したのである。

昭和60年５月商知県教育委貝会の

「特色ある学校づくり」のご折蝉のも

とに県立商知來獅校にウエイトリフテ

ィング場の述股iIhMjlが持ち上がった。

県内では初めての本格的なウエイトリ

フティング場建設であり、ＩＩＢ和60年７

月工事に着工、昭和60年９月に20ｍ×

10ｍの立派なウエイトリフティング柵

が完成した。県内ではただ一つの施設

であるため、完成後は、ｉ筋知Ⅱ〔獅校、

獅知iii商校、満知'11尖in1枚と商校生部

員を'''心に、このウエイトリフティン

グ場で活動を続けている。

昭和60年協会創立当時、高知県内に

はウエイトリフティング競技経験者及
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収種であった。

昭和63年

昭和63年度は、iHi知県ウエイトリフテ

ィング協会発足４年Ｈである。初代会

艮･澱村拓犬より、二代目会縫、入交

荘一郎に会腿が交代した。

高知束問校に、ウエイトリフティング

道場の二期工事が完成した。全国の高

校でもトップクラスのウエイトリフテ

ィングの道場である。

今年は75kg級、森脇和弘(iWi知91〔２年

生)に、令凹大会初入賞を11機に協会

関係者が一九となり指導強化を続けた。

１０月の京都国体には、９名の県代表を

送った。７５kg級、森脇和弘(商知来)は、

Ｓで102.5kg級を挙げ、８位と同記録

であったが、体述差わずか7009で９

位となり、入賞を逃したのは心独りで

ある。

平成元年

３月、第４回全国高校選抜ウエイトリ

フティング競技会が、兵庫県明石南高

校で開催された。７５kg級森脇和弘(高

知束)は総合で８位と腿閲した。彼の

今後に期待すると共に、全例商枚総

体、国体に向けて大恥に打てたい。

第15回四国選手栂では75kgiUt森脇和弘、

＋100kg級鳥山一郎、成年52kg級蒲

原、67.5kg級野並、100kg級鳥山剛の

５名が優勝した。

９月北海迦国体には少年男子３名、成

年冊子３樹の避手と監粁２禍のiiI-8名

が１１Ｍt我として出場した。期僻されて

いた少年男子、森魁和弘(高知束３年）

は75kg級Ｊにおいて132.5kg級を挙げ

て６位入賞することができた。昭和６０

年衞知県ウエイトリフティング協会が

発足して５年目、やっと全lKl大会で入

賞者を出すことができた。北海in同体

は商知県協会にとって記念すべき大会

であった。

平成２年

今年はウエイトリフティング簸技選手

樅大会が徳騎県で開侭された。

この大会で60kg級鍋島共滋(商知中央

商校)、＋100kg級偽lIl-nll(商知来満校）

の２名が優勝することができた。

平成２年度全国高校総体(宮城Ⅱいに５２

kg級、吉沢英太郎(高知中央高校)、５６

kg級、橋本雅之(高知束高校l60kgiUt、

鍋聞英滋(高知中央iWi核)、67.5kg級、

jIl田僚(商知来商校)、７５k錘、志和

操(商知〕l[商校)、高知1Mから５名の代

表選手が出場した。

森脇和弘(法政大)は第14回東日本学生

選手権大会個人戦、82.5kg級、Ｓ112.

5kg、Ｊ147.5kgの自己ベスト記録で６

位に入賞すること

ができた。

今後の活珊が楽し

みである。

平成３年

､1K皮３年腿はiniiUl

lMウエイトリフテ

ィング協会発足７

年月である。

３月29Ⅱ第６ロ全

liMilW杖巡抜ウエイ

トリフティング大

会が金沢巾･石川

県立体育館でＩＩＮｌｌｉ

された。商知県か

ら高知束商校、烏

III-H1Iが＋100ｋｇ

級に避抜され、IIl

Mlした。結来はＳ

105kg、J125k3

T230kgのいずれ

も県新記録で３位

に入賞することが

できた。このlin

Il、ⅢlAlの避乎で

表彰台に上がった

藝鑓且壷識
鯛49回愛知国体少年O1k81aSで３位入貸した梅田串抱沮手

トアリーナでl1IlIlliされた。

この大会に聞知lH代表として、法政大

学４年、森脇和弘ｶｾﾞ76kg級に出塒した。

Ｓ120kg、Ｊ157.5kg、Ｔ277.5ｋｇとIIl

MC鰍を大きくⅢ新して３位に入賞した。

レベルの商い醜技会で３位入職は、Ull

flI60年IⅡ協会発足以来、森脇が初めて

である。

平成６年

平成６年は、高知1Mウエイトリフティ

ング協会発足10年目である。

３il30n、茨城lⅡ布IUUTIiで、第“1余

mini校巡被ウエイトリフティング餓技

大会がIIll1IiさＩした。ini知Ⅲから91kg級

に梅、幸雄(満知来)が出｣ルした。ｓ

102.5ｋｇ５位Ｊ１１５ｋｇ８位、Ｔ217.5kｇ

８位の成績であった。

８｢１９１１～8111211,商lIlIl1ili川iIiで

I1q成６年度余lH1i湖校総体がI1IlI11iされた。

InikllⅡ1から70kg級Illlb英澗(｢１０央illil

91kg級梅川幸雄(iiliiUIjI〔)の２禍がIBMI

した。９１kg級梅田はＳ107.5kg(大会タ

イ記録>、Jl30kg(県新)、Ｔ237.5ｋｇ

(IR新)を挙げて腿IMIしたが、会同のレ

ベルはilli〈噸位は９位に終わった。

loll30n～lln2Il、愛知H1瀬戸市で

節49回l刑腿体汀大会がⅢⅡ附された。inl

klllIlから成年の部４名、少年の部３粥、

011.7名の避手がlIIjルした。この中で少

年の部91kg級に出jルした梅|Ⅱ幸雄(inl

知来)はＳ120kg(IMiVi、IPIⅡ:HliWi枚新)で

のは烏山が初めてである。

10月13Ｕ第46Iqil国民体育大会(石川Ⅲ

珠洲市)がM1催された。この大会に、

県代表として少年３名、成年４箔、針.

７名の避乎がlIM9した。少年52kg級U1i

沢英太郎(商知OII央)Ｓ82.5kg７位、Ｔ

182.5kg７位、９０kg級簡崎稚ｉｎ(聞知jK）

Jl35kg8位、成年75kg級森脇和弘(法

政大)Ｓ117.5kg、Ｔ262.5kgで８位。

今年は四国選手権での縫合優勝、また

全Ⅲ大会では４橘が入賞することがで

きた。

平成４年

平成４年歴は商知Ⅲウエイトリフティ

ング協会発足８年Ｈである。高校生競

技者18名、大学生競技将４名、ｉ1122名

の競技者で平成４年度の活動をIlM始し

た。IIlIAlのin５校生で全国大会で入賞し

た避乎は１機もいなかったが、橡脇和

弘(法政大３年)と吉沢英人､１１(hYI1Ml大

１年)の２名がiii肥した年であった。

森脇和弘は９月19日、第20回東日本大

学対抗選手権大会(来京)75kg級T270

kgで４位に入賞した。吉沢英太郎は９

月５Ｕ全Ｕ本大学新人選手術大会(崎

］!>56kg級Ｔ192.5kgで３位に入質した。

また９H25lIImjll本学生新人大会56ｋｇ

級Ｔｌ97.5kgで優勝の栄に仰いた。

平成５年

７月20,，第53回全ｕ本ウエイトリフ

ティング競技選手権大会が千莱市ボー
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とができた。森脇、烏山、宵崎、古沢、

梅田に次いで全国大会での入賞満は協

会発足以来、１２年1111で池濁が６人目で

ある。

k9級梅田、＋108kg級烏山が出場した。

平成８年

平成８年度は商知lHウエイトリフティ

ング協会発足12年目である。２代目会

焚入交雅-,11より、３代目会長山崎啓

棚に会及が交代した。

81118日第２２回四国選手椎が高知東高

校で棚催された。少年59kg級池澤(中

央)83kg級、森本(束)の２名が優勝。

団体では商知県が少年の部で優勝する

ことができた。

10月姉51回[副体が広岡県で111催された。

少年ﾘ)子59kg級に出期した池郡(中央）

はＳ92.5kg６位、Ｊ１15.0kg５位、Ｔ

207.5kg６位と、３種目で入賞するこ

３位入賞、Ｊでは127.5kg７位、Ｔ247.5

kg(県新)４位と、３柧目で入賞するこ

とができた。県協会発足以米、全同大

会で入賞した５人月の避手である。

平成７年

６Hl8p、第６回四脚而校選手柵で６４

kg級池郡避(`1'央)が優勝。８月20111,1

国選手権、少年59kg級池測慶('１０央)が

優勝。成年十108kg級向山一郎が優

勝。

８月、鳥取Ⅲ沿災町での全lKl商校総体

には'１１央商杖から59kg級111本、６４kg級

池涌、８３kg級木村の３名がlⅡｊ９した。

10月、第５Om1HIlm]国体には少年の部５９

kg級山本、６４kg級池鰯、８３kg級木村、

成年の部59kg級古沢、８３kg級宮崎、９１

<現役貝＞

良山崎啓輔

良有沢駒雄

谷昭＝

健梅田正幸

邪苅原裕＝

松田展栄

徳久徳

不森脇一博

宮崎雅澄

会艮

副会良 入交荘一郎

窟崎宗明

理蛎奨

常務】WPI（ 森脇勲

北岡則郁

烏山一郎理
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蕗福岡県 歴代会長

初代中村饗磨（１１N和22～〉

第２代永翻政夫（IIB和33～）

第３代広田麗七郎〈昭和35～）

第４代佐藤壮一（昭和37～）

第５代亀石敏夫（昭和38～）

箙６代仰木皿利（昭和59～）
事務局〒808桐同県北九州市八福西区元城1-1梱同県立八幡中央高等学校内

守回虫TELO93-681-2335

決ったとき、ウエイトリフティング競

技は北九州iIiでIIH1Iliされることになり、

iili体迎充実につとめた。県協会とlMiWi

体迎ウエイトリフティングWⅢ'１部は、

常にスクラムを組み、Ｊｌｉに当たって今

ﾛにfりったので、４９年全国illi枚総体を

ロ術して努ﾉ｣することをmimi辺した。

なお、九州迎Mll6協力援助することを

申し合わせた。

昭和48年

49分脚商校総合体有人公のリハーサル

として、九州商佼総体ウエイトリフテ

ィング餓技を北九州iIi粁松文化体秤航

においてⅢI1Iiした。

昭和49年

８月（２，３，４，５）Ⅱ、北九州市滞松

文化体f『館において、全国iWi幕学校ウ

エイトリフティング醜技大会が行われ

た。この機会に股技の投備器典が鏑え

られた。

北九州lIiIMIIM5棚Ｕ(ウエイト、ハンド、

ソフト弓ｉｎ、体搬)の北九州iIi実行饗

、公競技部及に仰水､r利が任命される。

第28回世界過手揃大会役1tとして仰木

爪ｷﾞﾘを派遮された。

昭和50年

iimO回11稗親拷ウエイトリフティング

競技大会111111Mのため、実行姿、会を孜

磁し、北九州U1iIlI辺助役が委乢腿とな

る。１i瀞川艮に北九州ili教育委乢会柴

林部1tが就任、Jli勝脚を体育課内に澱

いて、大会1111(1MのKA傭をした。

５jI18Il、北九州ili総合体行航におい

て節1011111弾親i１１ﾄﾞウエイトリフティン

グ競技大会が側かれた。

大会は北九州ihの全面的な援助により

１１１１催することができ、協会の｣&年の夢

がかなったのである。このときの11本

遮乎UI1tには、;行金1ｔが任命された。

仰水１K利、nM?1Mtに靴ｲF･

昭和53年

1978年llIID友好ウエイトリフティング

競技人公副川此雅蹴ffとして仰水Jw1J1I

12が任命された。

昭和54年

〈沿革＞

協会創立に至る経緯

福liillMに協会ができたのは、昭和２２

年である。昭和23年、第３回国民体育

大会が桶IilllllでⅢ111Mされることになり、

mrfi終競技会｣似は、戸畑巾(現征北九州

市戸畑Ｉ型)公会常で行うことになった

が、編同県にはそれを準備する組織が

ない。早速、協会をつくらねばならな

かった。

伊之坂福岡1M体育課跿は故英IhlHlに

「iKfit挙股技の貴ｲI;粉としてIV1傭を頼

む」と依執した。Ⅲ欣挙jlh技をWIU1l的

に行ったことのない英山は「協力はす

るが責任者としては不適である」旨を

強調して同辞したが、受け入れられな

かった。というのは、Ⅱ本iR賦挙協会

)|:uFM41Htから「美111に脇ﾉ｣させよ」

というアドバイスがあったからである。

美山はﾂﾞl:I｣とは学生lIlFItのIDi1jDl生、

引き受けざるを１１卜なかった。かくてIYK

岡県蔽壁挙協会が発足、美山が理珊艮

に就任、中央と連絡をとりながら、国

体、ｊＨ賦挙競技の沖備をはじめた。特に

11本iHliR拳協会FMﾘﾄﾞ･通藤施ｉＵｕＲを柵き、

指導してもらったのは効果的だった．

道蝉氏は英山宅に滞在して、助高･協

力をおしまなかった。この美山毛でI到

体のすべての企画が生まれた。設備・

バーベルの製作は北九州の_'二場で完成

した。その他いろいろなiIi傭は、主と

して美ljI理LII腿が勤務していた小術外

』1畔１１１１学校の生徒たちがｉｉった゜

さて選手である。地疋にはいない。

各方面にあたって故森川良彦がＦ級に

出場することになった。彼は中国から

引揚げ、小倉の会社に勤務していた。

Ⅱ体犬の学生時代にバーベルを少し握

ったという締験だけではあったが、述

聴FM'１《の術導により、バーベルを何と

かルールjmりに挙げるようになった。

かくて森川は福liiIlMにおける爪砒挙競

技の草分けとなった。

《年次別概況＞

昭和22年

協会iII丈し、理zlHfに美山Ⅲ就任。

昭和23年

鍬３１m1IK1体を北）し州iliでUIll1N･

昭和24年

第41211,1体Ｆ級森川５位入賞。

昭和31年

荻尾啓二第'1回国体Ｆ級初優勝。美山

豊、世界選手権に監督として参加。

昭和33年

鱗1`杵二、第３lI1アジア人公Ｆ級輔３

位に入賞。

昭和35年

第１回丙日本学生選手樋大会を北几州

大学でlWl催。

昭和37年

第１ﾛ九州選手Nil大会を筑後I1jで,,ⅢIMo

liilIlIFに姉l1iiⅡ1,ⅡIilllll選手Nil大会をⅢⅡ１M．

昭和38年

'uｲi敏夫会及就任。仰木i'て利が１$勝Iii

蛙に就任。この年、仰木不務同氏の努

ﾉjにより、禍|田]県間枝体育巡盟に加入。

昭和42年

iiY21Ij1Il韓親M6競技大会の１，本選手[H

の駐ffに、典IIlFwlf腿がｲF命された。

liil年のメキシコ.プレオリンピック大

会に、石会奨が監督、美山理ＺｌＩｉＲがコ

ーチとしてメキシコに派遮された。

昭和43年

第３lijlB鯨親灘簸技大会がソウルで'１１，

１１Mされ、仰水９１$勝1Ki｣tが11本避乎Ｉｉｌｌの

監粁として巡征。

昭和44年

北九州iIiウエイトリフティング協会役

立、ＩＩ１ｊｉｉ正二公氏、仰本願戦奨となる。

これを機会に、第llml北九州市ウエイ

トリフティング競技大会をlII1111iした。

昭和46年

仰木１１稀L0i1t、細lIhllMIhj体迎北部理,１１

１と就任のため、’１１勝同処胖任。ｌ則ⅡIjK1

事をZII務局氏に任命した。

昭和47年

金|刊高校総合体育入会がIlii同IRIlIlIIilに
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仰木理事長がジュニア世界選手権大会

ロ本選手団長としてハンガリーに派過

された。

昭和55年

災lIllHlM1j会艮死去。iII股当時より協会

を支えてきた美山副会奨の死は、協会

にとっての一大損失であった。

昭和56年

石川彰、事務局基に就任。

昭和50年

地石敏夫会長死去。仰木剛会及が会艮

を代行する。

昭和59年

協会役員全員からの懇願により、仰木

重利副会長が会長に就任。石川彰、理

事長に就任。

昭和61年

1986年日中友好ウエイトリフティング

競技大会ｎ本逆手団団焚に仰木会奨が

任命される。

守昌宏教諭、県立八幡中央商校に赴任。

また、前年度、南和文教諭の赴任した

県立光陵商校はとびうめ国民体育大会

に向けての協力枚となり、ウエイトリ

フティング部がiIl投。

この年、ＮＧＩ岡県ウエイトリフティング

避手椎大会をIlIl催する。

全国高校総体52kg級で、福永孝(筑紫

工高)が２位に入賞する。

昭和62年

全国高校総体52kg級で石橋代幸(筑紫

工苅)２位入賞。

守倒宏耶務１０１災に就任する。

昭和63年

とびうめ国民体育大会に向け、強化指

定核･強化指定選手が選ばれ、本格的

強化が始まる。中学生の強化体制の整

っていない本県では、この年入学の高

校１年生を対象に、将来性ある将を確

保し強化する以外に道はなく、111内の

商校指導者にとって部且確保は大きな

課題であった。成年は、幸いにして県

内の大学に多数進学していた者がいた

ため、その学生を強化母体として選抜

することにした。また、協会が主導す

る合術は成年･少年今liilで実施するこ

とを雅本とし、仰木全及自らのmiljKlH

1illのもと、結束を高めていった。

強化指定核は、前年度新人大会で団体

１位の筑紫工高と２位の八幡中央高の

２校が選ばれ、この年、八幡Ill央高も

正式に部へと昇格する。

柵１．Ⅲ{競技力向｣2吋jniplI業が行われ、

滋賀１１A愛媛県へ初の遠征を行う。こ

れらの合宿･遠征により次年度の強化

指針を得ることができた。

1988年日中友好ウエイトリフティング

日中友好ウエイトリフティング観技大会(リハーサル）

競技大会日本選手団団茂に仰木全艮が

任命される。

関常任理事、県商体連ウエイトリフテ

ィング専門委員長に就係する。

平成元年

仰木会跿、（社)ロ本ウエイトリフティ

ング協会別会奨に就任し、６月1011、

小倉「ひびき荘」において就任祝賀会

を開催する。全国各地から祝賀に駆け

つけ、100人以上となる。県内はもとよ

り、九州にとっても大きな誇りとなる。

l0j120H～22m、とびうめ同氏作行火

全会｣ﾙ地の津脇崎町においてリハーサ

ル大会を開催。

11月19Ｈ、、中友好ウエイトリフティ

ング競技大会を津屋崎町民体育館にお

いて開催。日本選手団団長に仰木会奨

が任命きれる。

平成２年

とびうめ国膜体fJ大会IlIl1Mが決定して

から後協会が一九となって取り組んで

きた強化の成果が徐々にあらわれてき

た。３月28日～29日に山梨県で開催さ

れた全国高校選抜大会で岩ｿﾄ和弘(筑

紫工商)が90kg級で初優勝、その他加

藤(筑紫=[rWi)、111本(八幡Ｊｌｊ央)、ＩⅢ饗

(八幡中央）ら４名が５位以内に入賞

した。

５月のゴールデンウイークには、過去

に国体で団体優勝を経験した兵庫県へ

遠征。令圃でも練習蹴の多さで知られ

る兵lillUHの遮乎の１１１、厳しい純iWのI」

々を過ごした。７月には、昨W§はまな

す国体を州l順した北海iiiへ述征。

このような強化の結果、８月の全国高

校総体では岩井の91kg級優勝をはじめ、

1h本の67.5kg級２位など選抜を上まわ

る成績を収めた。

成年においても、九州選手権大会にお

いて沖縄県を破り、初の川体優勝で優

勝旗を手にした。強化合宿は、８ｋ'９

月と筑紫工業illi・兵１１(ｌｑ・ilt臓崎ﾛ1.と

続けて火施し、（社)Ｈ本ウエイトリフ

ティング協会からは、桜井勝利W【瀞理

事を招へい、大会までの具体的コンデ

ィショニングを指導していただき、な

すべきことは全てやって大会に望ん

だ。

こうして迎えた大会では、初Ⅱのfit初

の耽技で成年の伊随が優勝し、幸先の

よいスタートを切った。

結局、出場した７人全員が入賞した。

特に少年の３名は優勝を含む全種目３

位以内に入る快挙であった。

この絲果、’よまなす同体の閉会式終了

後に避乎団で秘かに質い合った、総合

８位以内入賞〃のⅡ標を達成でき、当

然のことながら得点も予想を大きくｌｚ

回った。本県選手団一同期待で胸をふ

くらませて成績の発表を待った。公式

記録貝から順位の発表があり、「４位

佃UiIlH76点」と大きなj1fが轡き波った

とき、会場をつつむどよめき力起った。

選手団を代表して、２，１:が表彰台に｣zが

り、ロ水協会副会奨である仰木会及か

ら４位の賞状と花束を受け、壇上の２

人力１尾手をしたとき、会場からの大喚

声が1%がった゜入賞をＵ指して強化に

取りjIil'んできた協会役11及び選ｆはこ

の時の感1Wを』ＩｉＵＩｉ忘れることはない。

〈とびうめIHI民体育大会監督選手＞

成年監督原田好雄(几国人付高）

５２kg級伊縄淳(安川電機）
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を受賞。１１月2711に小倉「ひびきjIli」

において祝賀会1m他。DII常任理耶、九

州満体迎ウエイトリフティングwliII委

乢艇に就任。

節48111国体(趣向鵬)全貝入徴。

成年今吉正恵５４kg級Ｓ７位

抽氷学５９kg級Ｓ７位

禍田登美男８３kg級Ｓ４位

松lIiinf91kg級SJ5位

少年牧山和広５４kg級SJ3位

蝋瀬雄介７０kg級SJ4位

及崎大輔９１kg級Ｓ７位

この'五1体の少年54kg級Ｓにおいて牧山

和広が95.5kgのI]本間核新記録を樹立。

平成６年

飾49ｍ国体(愛知)少年の部83kg級にお

いて森田箙弘(光険ini)が２位に入賞。

平成７年

jni55IiJI全11本避手柵大会91kg級におい

て松原城から310kgで４位に入賞する。

仰木会奨が、（財>日本体育協会よりl却

体表彰を受賞。

〈薪I役員＞

会焚仰木、利

MII企及仲村展五郎別府正＝郎

理１＄鍵守昌宏

常任理事関泰治

とびうめ国民体育大会で団体４位の汲彰式

５６kg級

７５kg級

82.5kg級

少年監督

67.5kg級

９０kg級

100kg級

全員入賞

拙氷学(九州共立大）

福田登美男(九国大）

守昌宏(八幡中央商）

I櫛和文(光陵商）

111本俊旗(八幡中央,Wi）

『l弁和延(筑紫12典商）

加蝉大明(筑紫工業向）

総合成績第４位得点76点

平成４年

立花信生(八幡011央高)全凶高校選抜大

会、会I玉l高校総体、図体の３大会に優

勝する。

'111常任｣upli、剥刊ii1i体迎ウエイトリフ

ティング部会常ｉｆ委瓜に靴ＩＦする。第

１１２１分九州高校ウエイトリフティング

餓技選抜大会を津屋崎町において'111催。

松本三千男が理事銭辞任。守事務局錠

が班事焚に就任する。

平成５年

仰水分』と、文部大腿我聯(体fi功労賞）

石川理事長、背山女子商校教頭に就任

の為、理邪腱辞任。後任に松本Hill会跿

がFMJ1HJtを波征する。

恥渡辺八郎上田征一理

南 和文

1６８


